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ベ
ル
リ
ン
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
そ
し
て
「
熱
帯
」
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イ
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版
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帝
国
医
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め
ぐ
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察
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【要
約
】
本
稿
は
、
戦
前
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
熱
帯
医
学
」
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
依
拠
し
た
近
代
細
菌
学
の
方
法
論
と
そ
の
限
界
、
さ
ら

に
は
植
民
地
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
の
顕
微
鏡
の
改
良
は
、
細
菌
学
の
飛
躍
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
。
当
時

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
世
界
中
で
植
民
地
統
治
を
行
な
っ
て
お
り
、
住
民
の
健
康
維
持
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
細
菌
学
は
、
自
国
民
と
現
地
住
民

双
方
に
と
っ
て
「
文
明
の
恩
恵
」
に
な
る
と
期
待
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
で
も
世
紀
転
換
期
に
ベ
ル
リ
ン
や
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
「
熱
帯
医
学
」
の
研
究
拠
点
が
整

う
。
し
か
し
植
民
地
で
展
開
さ
れ
る
「
帝
国
医
療
」
は
そ
の
期
待
に
充
分
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
論
で
は
な
ぜ
細
菌
学
的
手
法
が
失
敗
し
、
さ
ら
に
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
で
「
熱
帯
医
学
」
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
た
の
か
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
「
熱
帯
医
学
」
の
知
見
や
思
考
法
が
植
民

地
喪
失
後
の
ド
イ
ツ
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
過
去
と
の
取
り
組
み
が
ド
イ
ツ
史
研
究
に
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

史
林

一
〇
三
巻
一
号

二
〇
二
〇
年
一
月

は

じ

め

に

本
稿
は
、
十
九
世
紀
末
以
降
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
帝
国
医
療
」
の
あ
り
方
を
、
細
菌
学
の
展
開
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

や
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
「
国
民
国
家
」
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
ド
イ
ツ
は
、
帝
国
主
義
的
な
植
民
地
獲
得
競
争
に
お
い
て
も
ま
た
、
そ
の

後
塵
を
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
際
政
治
の
舞
台
で
影
響
力
を
強
め
る
両
国
へ
の
対
抗
心
か
ら
、
こ
の
「
遅
れ
て
き
た
植
民
地
帝
国
」
は
統
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治
の
「
正
当
性
」、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
が
植
民
地
を
領
有
す
る
こ
と
が
な
ぜ
正
し
い
の
か
を
、
様
々
な
論
理
を
用
い
て
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
た
。

ド
イ
ツ
が
注
目
し
た
の
は
、
当
時
発
展
著
し
い
医
学
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
十
九
世
紀
後
半
か
ら
急
速
に
制
度
化
が
進
ん
だ
細
菌
学
は
、
病
気
の

プ
ロ
セ
ス
を
微
生
物
の
働
き
に
還
元
す
る
こ
と
で
、
人
類
が
か
つ
て
夢
見
た
病
の
治
療
や
予
防
、
さ
ら
に
は
そ
の
撲
滅
を
も
展
望
す
る
。
医
学

の
知
見
は
植
民
地
に
渡
っ
た
ド
イ
ツ
人
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
人
々
を
も
健
康
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
わ
ば
細
菌
学
が
「
原
住
民
の
福

祉①
」
の
増
大
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
は
大
き
い
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
は
、
こ
の
こ
と
に
植
民
地
支
配
の
意
義
を
見
出
し
た
。

お
り
し
も
、
十
九
世
紀
の
後
半
は
「
感
染
症
の
時
代
」
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
帝
国
主
義
的
な
世
界
分
割
と
、
植
民
地
支
配
の
広
が

り
は
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
の
か
つ
て
な
い
移
動
を
生
み
出
し
、
そ
の
こ
と
が
マ
ラ
リ
ア
や
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

世
界
的
大
流
行
を
引
き
起
こ
し
た
。
特
に
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
植
民
地
で
は
、
経
済
開
発
に
よ
っ
て
現
地
住
民
の
動
員
が
加
速
し
、
病
原
体

や
中
間
宿
主
の
生
態
系
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
で
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
健
康
被
害
が
広
が
っ
た
の
で
あ
る②
。
そ
の
意
味
で
、
右
に
挙
げ
た
よ
う

な
病
は
い
ず
れ
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
活
動
が
も
た
ら
し
た
「
開
発
原
病③
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
原
住
民
の
福
祉
」
を
掲
げ
て
ド
イ
ツ
が
植
民
地
統
治
に
乗
り
出
し
た
十
九
世
紀
末
以
降
、
植
民
地
当
局
者
の
願
望
と
は
裏
腹
に
、
ア
フ
リ

カ
は
「
史
上
も
っ
と
も
不
健
康
な
時
代
」
を
迎
え
る④
。
そ
の
原
因
の
多
く
は
支
配
者
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
経
済
活
動
に
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は

決
し
て
そ
う
考
え
な
か
っ
た
。
マ
ラ
リ
ア
や
眠
り
病
と
い
っ
た
感
染
症
の
原
因
は
む
し
ろ
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
社
会
の
「
後
進
性
」
に
あ
る

と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
「
文
明
化
」
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
帝
国
主
義
は
、
近
代
医
療
＝
「
文
明
」

に
よ
っ
て
「
不
潔
な
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
」
＝
「
野
蛮
」
が
克
服
さ
れ
る
と
い
う
、「
人
道
的
な
」
物
語
へ
と
回
収
さ
れ
て
い
っ
た⑤
。

自
分
た
ち
と
は
異
な
る
世
界
＝
「
熱
帯
」
の
「
後
進
性
」
に
、
感
染
症
の
拡
大
や
不
衛
生
の
原
因
を
見
よ
う
と
す
る
医
学
、
す
な
わ
ち
「
熱

帯
医
学
」
と
い
う
研
究
分
野
が
、
細
菌
学
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
つ
つ
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
急
速
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
の
こ

と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
「
熱
帯
医
学
」
の
知
見
が
、
植
民
地
統
治
下
の
支
配
シ
ス
テ
ム
と
し
て
作
用
す
る
と
き
、
そ
れ
は

「
帝
国
医
療⑥
」
と
し
て
の
性
格
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
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次
章
以
下
で
論
じ
る
通
り
、
こ
う
し
た
「
不
健
康
な
熱
帯
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
確
か
に
十
八
世
紀
の
半
ば
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
存
在

し
た
。
し
か
し
「
熱
帯
医
学
の
時
代
」
に
あ
っ
て
は
、
病
気
の
原
因
は
も
は
や
「
暑
さ
」
や
「
湿
度
」、
さ
ら
に
は
「
あ
た
り
に
立
ち
込
め
る

瘴
気
（
ミ
ア
ス
マ
）」
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
細
菌
」
や
「
ウ
イ
ル
ス
」
の
よ
う
に
、
顕
微
鏡
で
の
観
察
を
通
じ
て
確
実
に

同
定
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
や
っ
て
特
定
さ
れ
た
微
小
生
物
が
持
つ
毒
性
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
化
学
や
薬
学
の
知
識
を
総

動
員
し
て
「
特
効
薬
」
の
開
発
も
期
待
で
き
る
。
こ
う
し
て
「
熱
帯
医
学
」
お
よ
び
「
帝
国
医
療
」
は
、「
後
進
地
域
」
た
る
「
熱
帯
」
の

「
改
良
」
を
目
指
す
、
植
民
地
支
配
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
な
る
の
で
あ
る⑦
。

さ
て
、
そ
う
し
た
「
支
配
／
権
力
」
を
志
向
す
る
「
帝
国
医
療
」
の
思
想
的
水
脈
は
、
植
民
地
と
い
う
「
実
践
の
場
」
が
失
わ
れ
て
も
尽
き

る
こ
と
が
な
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
敗
北
で
、
ド
イ
ツ
は
海
外
植
民
地
の
す
べ
て
を
失
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
は
「
熱
帯
医
学
」
研
究
の
終
わ
り
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
将
来
の
植
民
地
再
獲
得
構
想
、
あ
る
い
は
一
九
三
三
年
の
ナ
チ
体
制
成
立
に
よ

り
具
体
化
す
る
対
外
膨
張
政
策
に
影
響
さ
れ
つ
つ
「
熱
帯
医
学
」
の
研
究
は
続
け
ら
れ
、
そ
の
知
見
は
政
治
的
目
的
の
達
成
の
た
め
に
利
用
さ

れ
た
。「
植
民
地
な
き
帝
国
主
義⑧
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、「
植
民
地
な
き
帝
国
医
療
」
も
ま
た
、
論
じ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
細
菌
学
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ド
イ
ツ
で
制
度
化
さ
れ
、
か
つ
「
熱
帯
医
学
」
や
「
帝
国
医
療
」
の
中
で
主
要
な
地
位
を
占

め
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
重
要
な
の
は
、
見
市
雅
俊
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
細
菌
学
説
は
病
気
の
原
因
を
患
者
の
「
身
体
」
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
身
体
」
に
入
り
込
ん
だ
微
小
な
「
病
原
体
」
に
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
白
人
」
や
「
有
色
人
種
」

と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
無
意
味
に
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る⑨
。
事
実
、
ド
イ
ツ
細
菌
学
の
父
と
さ
れ
る
ロ
ー
ベ
ル

ト
・
コ
ッ
ホ
も
、
自
ら
の
研
究
か
ら
人
種
論
的
な
要
素
を
排
除
し
た
。

続
い
て
、
そ
の
細
菌
学
の
知
見
が
、
植
民
地
で
ど
の
よ
う
に
「
帝
国
医
療
」
の
実
践
に
応
用
さ
れ
た
の
か
を
、
マ
ラ
リ
ア
、
ア
フ
リ
カ
眠
り

病
（
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
病
）、
お
よ
び
ハ
ン
セ
ン
病
を
例
に
見
て
ゆ
く
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
「
帝
国
医
療
」
に
お
け
る
細
菌
学
的
ア
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プ
ロ
ー
チ
は
失
敗
の
連
続
だ
っ
た
。
実
験
室
で
は
う
ま
く
い
く
こ
と
が
、
な
ぜ
植
民
地
で
は
成
功
し
な
い
の
か
を
考
え
た
い
。

最
後
に
、「
植
民
地
な
き
帝
国
医
療
」、
す
な
わ
ち
戦
間
期
か
ら
ナ
チ
期
に
お
け
る
「
熱
帯
医
療
」
研
究
の
あ
り
方
を
、
植
民
地
経
験
の
あ
る

二
人
の
医
師
の
経
歴
を
例
に
考
え
た
い
。
こ
の
二
人
は
、
コ
ッ
ホ
の
打
ち
立
て
た
細
菌
学
に
大
き
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
も
海
外
で
感
染
症
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
細
菌
学
が
試
練
に
直
面
す
る
中
、
そ
の
研
究
手
法
は
互
い
に
大
き
く
異
な
る
も
の
と
な

っ
た
。「
植
民
地
後
」
の
時
代
に
、
彼
ら
が
研
究
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
っ
た
の
か
。
そ
う
問
う
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
コ

ッ
ホ
的
な
る
も
の
」
や
、「
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
も
の
」
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
考
え
る
う
え
で
、
有
益
な
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

①

｢原
住
民
の
福
祉
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
磯
部
裕
幸
『
ア
フ
リ
カ
眠

り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義

熱
帯
医
学
に
よ
る
感
染
症
制
圧
の
夢
と
現
実
』

み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
八
年
、
五
頁
。

②

脇
村
孝
平
「
疫
病
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

疫
病
と
交
易
史
の
接
点

（
特
集
1

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
近
代
医
療
）」（『
地
域
研
究
』
第
七
巻
第
二
号

（
二
〇
〇
六
）、
三
九
-
五
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭

に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
下
の
イ
ン
ド
で
は
「
飢
饉
と
疫
病
の
時
代
」
と
も
い

う
べ
き
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
（
四
七
頁
）。

③

見
市
雅
俊
「
病
気
と
医
療
の
世
界
史

開
発
原
病
と
帝
国
医
療
を
め
ぐ
っ

て
」
見
市
雅
俊
・
斎
藤
修
・
脇
村
孝
平
・
飯
島
渉
（
編
）『
疾
病
・
開
発
・
帝
国

医
療

ア
ジ
ア
に
お
け
る
病
気
と
医
療
の
歴
史
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
一
年
、
三
-
四
四
頁
。

④

見
市
「
病
気
と
医
療
の
世
界
史
」
六
頁
。

⑤

｢文
明
化
の
使
命
」
論
や
植
民
地
主
義
と
医
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
を

参
照
。
塚
原
東
吾
「
科
学
と
帝
国
主
義
が
開
く
地
平
」『
現
代
思
想
』
第
二
十
九

巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
一
年
八
月
）、
一
五
六
-
一
七
五
頁
。
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｒ
・
ヘ

ッ
ド
リ
ッ
ク
（
原
田
勝
正
ほ
か
訳
）『
帝
国
の
手
先

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
膨
張
と

技
術
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
九
年
。
ル
イ
ス
・
パ
イ
エ
ン
ソ
ン
（
佐
々
木

力
訳
）「
科
学
と
帝
国
主
義
」『
思
想
』
第
七
七
九
号
（
一
九
八
九
年
五
月
）。
瀬

戸
口
明
久
「
医
学
・
寄
生
虫
学
・
昆
虫
学

日
本
に
お
け
る
熱
帯
病
研
究
の
展

開
」『
科
学
哲
学
科
学
史
研
究
』
第
一
号
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）、
一
二
五
-
一
三

八
頁
。
ロ
ー
・
ミ
ン
チ
ェ
ン
（
塚
原
東
吾
訳
）『
医
師
の
社
会
史

植
民
地
台

湾
の
近
代
と
民
族
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
四
年
。

⑥

池
田
光
穂
・
奥
野
克
己
「
特
集
に
あ
た
っ
て
（
特
集
1

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

近
代
医
療
）」『
地
域
研
究
』
第
七
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
六
）、
六
頁
。
磯
部
『
ア

フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
十
四
頁
。
見
市
雅
俊
「
病
気
と
医
療
の

世
界
史
」
六
頁
以
下
。

⑦

小
川
真
理
子
『
病
原
菌
と
国
家

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
衛
生
・
科
学
・
政

治
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
三
十
一
頁
以
下
。

⑧

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ウ
ス
（
藤
原
帰
一
訳
）「
植
民
地
な
き
帝
国
主
義

『
大
東

亜
共
栄
圏
』
の
構
想
」『
思
想
』
第
八
一
四
号
（
一
九
九
二
年
四
月
）
一
〇
五
-

一
二
一
頁
。
ド
ウ
ス
に
よ
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
露
骨
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
発
露
に
よ
る
植
民
地
支
配
は
、
も
は
や
国
際
社
会
の
理
解
を
得
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
日
本
は
、
偏
狭
な
自
民
族
中
心
主
義
を
「
大
東
亜
共

栄
圏
」
と
い
う
、
一
種
の
「
ア
ジ
ア
主
義
」
に
回
収
す
る
こ
と
で
、
海
外
領
土
の

獲
得
を
正
当
化
し
た
と
い
う
。
同
じ
頃
ド
イ
ツ
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
規
定
で
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植
民
地
を
す
べ
て
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
は
か
つ
て
の

植
民
地
統
治
を
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
産
物
で
は
な
く
、「
文
明
化
の
使
命
」

に
よ
る
「
崇
高
な
事
業
」
だ
っ
た
と
解
釈
し
直
す
こ
と
で
、
そ
こ
に
ド
イ
ツ
が
復

帰
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
が
戦
間
期
ド
イ
ツ
の
「
植
民
地
修
正
主

義
」
の
理
論
的
支
柱
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
一
九
三
三
年
、
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
体
制
の
打
破
を
公
然
と
掲
げ
る
ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
握
る
と
、
そ
れ
ま

で
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
一
気
に
爆
発
す
る
か
の
よ
う
に
、
露
骨
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
レ
イ
シ
ズ
ム
に
基
づ
く
「
東
方
生
存
圏
構
想
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ

て
し
ま
う
。
そ
の
意
味
で
「
植
民
地
修
正
主
義
」
と
ナ
チ
の
人
種
主
義
的
思
想
や

対
外
膨
張
政
策
と
は
明
ら
か
に
連
動
し
て
い
る
。
戦
間
期
ド
イ
ツ
の
「
植
民
地
修

正
主
義
」
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
磯
部
裕
幸
「『
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
コ
ロ
ニ
ア

リ
ズ
ム
』
か
ら
『
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
計
画
』
へ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
植
民
地
の
記

憶
（
一
八
八
四
-
一
九
四
五
）」『
現
代
史
研
究
』
第
五
十
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）、

一
九
-
三
四
頁
。
ナ
チ
の
「
東
方
生
存
圏
構
想
」
に
つ
い
て
は
文
献
が
多
い
が
、

さ
し
あ
た
り
人
種
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
連
関
に
お
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て

以
下
を
参
照
。
Ｍ
．
バ
ー
リ
ー
／
Ｗ
．
ヴ
ィ
ッ
パ
ー
マ
ン
（
柴
田
敬
二
役
訳
）

『
人
種
主
義
国
家
ド
イ
ツ

一
九
三
三
-
四
五
』
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
一
年
。

⑨

見
市
「
病
気
と
医
療
の
世
界
史
」
九
頁
。

第
一
章
「
人
種
問
題
」
か
ら
「
微
生
物
の
学
」
へ

細
菌
学
の
興
隆
と
「
熱
帯
医
学
」

「
熱
帯
」
に
漂
う
「
ミ
ア
ス
マ
」

植
民
地
統
治
の
開
始
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
医
学
界
は
い
わ
ゆ
る
「
気
候
順
化
（
A
kklim
atisation）」
問
題
を
「
対
岸
の
火
事
」
と
し
て
済
ま

せ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
自
分
た
ち
の
住
む
「
温
帯
」
と
は
異
な
る
「
熱
帯
」
地
域
で
、「
白
人
」
は
過
酷
な
環
境
条
件
に
適
応
し
、

「（
人
）
種
」
と
し
て
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
る
の
か①
。
こ
れ
は
長
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
問
題
で
、
医
学
者
や
人
類
学

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
政
治
家
や
植
民
地
ロ
ビ
ー
団
体
も
巻
き
込
む
大
論
争
に
発
展
し
た
。

そ
も
そ
も
「
熱
帯
」
と
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ア
ー
ノ
ル
ド
に
よ
れ
ば
「
物
理
的
空
間
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
大
航
海
時
代
」
以
降
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
作
り
上
げ
た
「
概
念
的
空
間
」
で
も
あ
る
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
カ
リ
ブ
海
地
域
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
現

地
の
風
景
や
そ
こ
に
生
き
る
動
植
物
を
ス
ペ
イ
ン
の
そ
れ
と
徹
底
的
に
比
較
し
た
。
何
が
類
似
し
て
い
て
、
何
が
目
新
し
い
の
か
を
問
い
続
け

る
こ
と
で
、
彼
ら
の
中
に
「
旧
世
界
（
我
々
）」
と
「
新
世
界
（
彼
ら
）」
と
い
う
認
識
が
形
成
さ
れ
る②
。「
新
大
陸
」
の
「
発
見
」
と
は
、
自
ら

ベルリン・ハンブルク・そして「熱帯」（磯部）
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と
は
異
な
る
（
と
認
識
さ
れ
た
）「
他
者
」
の
「
発
見
」
で
も
あ
っ
た
。

ア
ー
ノ
ル
ド
に
よ
る
と
、「
新
世
界
」
に
関
す
る
初
期
の
記
述
に
は
、「
他
者
」
に
対
す
る
寛
容
性
や
「
あ
こ
が
れ
」
が
う
か
が
え
る
と
い
う
。

し
か
し
そ
れ
が
一
八
世
紀
に
入
る
と
次
第
に
否
定
的
な
色
彩
を
帯
び
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
か
ら
海
上
覇
権
を
奪
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
や

オ
ラ
ン
ダ
人
が
、
繰
り
返
し
「
熱
帯
」
の
「
恐
る
べ
き
不
吉
さ
」
に
つ
い
て
強
調
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
批
判
の
矛
先
は
、
例
え
ば
「
突
然

の
暴
風
雨
」
や
、「
陸
上
の
ト
ラ
に
海
の
サ
メ
」
と
い
っ
た
凶
暴
な
生
き
物
、
さ
ら
に
現
地
で
猛
威
を
振
る
う
「
病
気
」
な
ど
に
向
け
ら
れ
、

そ
れ
ら
は
、
い
つ
し
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
健
康
を
む
し
ば
む
「
脅
威
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
熱
帯
」
の
暑
さ
や
湿
度
は
、
彼
ら
が
住
む
「
温
帯
」
世
界
で
は
想
像
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
人
間
の
生
存
を
脅
か
す
何
か
＝

「
瘴
気
」
が
存
在
す
る
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
て
医
学
史
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
「
ミ
ア
ス
マ
説
」
が
、「
熱
帯
」
の
記
述
に
お
い
て
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た③
。「
白
人
」
の
身
体
は
、「
熱
帯
」
地
域
に
漂
う
「
ミ
ア
ス
マ
」
に
耐
え
う
る
の
か
。
こ
の
問
い
に
、
一
九
世
紀
末
の
ド
イ
ツ

の
医
学
者
た
ち
は
、
ま
さ
に
「
自
国
民
の
健
康
問
題
」
と
し
て
向
き
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
い
ち
早
く
否
定
的
な
見
解
を
示
し
、
ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
る
植
民
地
政
策
に
異
を
唱
え
た
の
が
、
医
学
界
の
重
鎮
ル
ド
ル
フ
・
ウ

イ
ル
ヒ
ョ
ー
で
あ
る
。
自
由
主
義
左
派④
の
帝
国
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
彼
は
一
八
八
五
年
に
議
会
で
、
ド
イ
ツ
人
に
は
熱
帯
地
域
の
生
活
条
件

に
適
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
主
張
し
、
植
民
地
政
策
を
「
ド
イ
ツ
民
族
へ
の
裏
切
り
」
と
厳
し
く
批
判
し
た
。

ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ー
は
、「
白
人
」
が
個
人
と
し
て
「
熱
帯
」
に
乗
り
込
む
こ
と
と
、「
人
種
」
と
し
て
そ
こ
で
繁
栄
す
る
こ
と
と
を
区
別
す
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
白
人
」
男
性
が
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
植
民
地
を
建
設
し
、
彼
一
人
が
「
熱
帯
」
で
生
き
延
び
る
こ
と
は
確
か
に
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
男
性
の
「
気
候
順
化
」
が
そ
の
「
労
働
能
力
」、
す
な
わ
ち
植
民
地
統
治
を
遂
行
す
る
こ
と
な
の
に
対
し
、
女
性
の
そ
れ
は

「
人
種
」
の
維
持
、
つ
ま
り
「
子
ど
も
を
産
む
能
力
」
に
か
か
っ
て
い
る
。

ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ー
に
よ
れ
ば
「
熱
帯
」
へ
と
渡
っ
た
女
性
は
、
ど
の
よ
う
な
「
人
種
」
で
あ
れ
次
第
に
子
ど
も
を
産
ま
な
く
な
る
。
つ
ま
り
婚

姻
が
同
じ
人
種
内
に
の
み
厳
し
く
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
人
種
は
死
滅
す
る⑤
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ま
だ
か
つ
て
あ
る
人
種
か
ら
他
の
人
種
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へ
と
移
行
し
た
者
は
一
人
も
お
ら
ず
、
ゆ
え
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
「
白
人
種
」
と
し
て
の
生
物
学
的
性
質
を
決
し
て
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る⑥
。

ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ー
の
こ
う
し
た
主
張
に
は
、
植
民
地
統
治
の
開
始
と
と
も
に
ド
イ
ツ
国
内
で
広
が
る
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
的
な
楽
観
論
を
戒

め
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
前
年
の
ド
イ
ツ
科
学
者
・
医
学
者
協
会
の
年
次
大
会
で
、
ド
イ
ツ
の
海
外
領
土
の
獲
得
は
「
ド
イ
ツ
民
族
が

有
能
な
証
」
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
人
を
含
め
た
「
白
人
」
は
い
ま
や
「
地
球
上
の
ど
こ
で
も
環
境
に
適
応
し
、
繁
栄
が
可
能
」
だ
と
い
っ
た
意
見

が
相
次
い
で
出
さ
れ
て
い
た
。
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ー
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
に
敵
対
す
る
政
治
家
と
し
て
も
、
ま
た
「
人
種
」
や
「
生
殖
」
と
い
っ
た
問

題
に
関
心
を
寄
せ
る
医
学
者
と
し
て
も
、
到
底
こ
の
よ
う
な
見
解
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た⑦
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ー
の
こ
う
し
た
慎
重
な
姿
勢
に
、
植
民
地
支
配
を
推
進
す
る
政
治
勢
力
か
ら
は
反
発
が
起
こ
っ
た
。
植

民
地
政
策
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
内
最
大
の
ロ
ビ
ー
団
体
で
あ
る
ド
イ
ツ
植
民
地
協
会
は
、
一
八
八
六
年
と
八
九
年
の
二
回
に
わ
た
り
、「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
移
住
可
能
性
」
と
題
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
に
住
む
ド
イ
ツ
人
医
師
に
対
し
て
実
施

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
現
地
に
滞
在
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
健
康
状
態
や
家
族
構
成
、
出
産
の
状
況
な
ど
を
た
ず
ね
、
こ
れ
に
三
〇
名
程
度

が
回
答
を
寄
せ
た
。
そ
の
結
果
は
、
ド
イ
ツ
植
民
地
協
会
の
主
張
に
ほ
ぼ
沿
う
形
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
ほ
と
ん
ど
の
回
答
が
、「
白
人
」
の

定
住
に
つ
い
て
「
問
題
な
し
」
と
し
た
の
で
あ
る⑧
。

こ
の
後
、
一
八
九
〇
年
代
に
入
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
分
割
が
本
格
化
す
る
と
、「
白
人
」
の
「
気
候
順
化
」
の
問
題
は
国
際
的

に
も
一
層
大
き
な
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
九
〇
年
の
国
際
医
学
会
議
（
ベ
ル
リ
ン
）、
翌
九
一
年
の
国
際
衛
生
会
議
（
ロ
ン
ド
ン
）、

九
五
年
の
国
際
地
理
学
会
議
（
ロ
ン
ド
ン
）
で
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
問
題
が
主
要
な
議
題
と
な
っ
た⑨
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

が
あ
る
種
の
「
存
在
不
安
」
に
苛
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
世
界
の
他
地
域
の
人
々
に
対
し
圧
倒
的
優
位
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
、

他
方
で
そ
う
し
た
地
域
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
生
存
可
能
性
を
完
全
に
は
確
信
で
き
な
い
で
い
る
。
こ
の
不
安
は
ど
れ
ほ
ど
植
民
地
統
治
が
盤

石
で
あ
っ
た
と
し
て
も
決
し
て
解
消
さ
れ
な
い
、
い
わ
ば
「
心
の
棘
」
で
あ
っ
た
。
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こ
の
「
心
の
棘
」
は
容
易
に
は
引
き
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。「
熱
帯
」
に
住
む
医
学
者
が
、「
大
半
の
白
人
は
う
ま
く
や
っ
て
い
る
」

と
請
け
合
っ
て
も
、
普
通
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
決
し
て
納
得
し
な
か
っ
た
。
し
か
も
「
気
候
順
化
」
問
題
に
お
け
る
議
論
は
、
す
で
に
示
し
た

通
り
、
論
じ
て
い
る
人
間
の
政
治
的
な
立
場
に
よ
っ
て
結
論
が
大
き
く
変
わ
る
。
そ
こ
に
科
学
的
客
観
性
を
期
待
す
る
こ
と
な
ど
到
底
で
き
な

か
っ
た
。

「
救
世
主
」
と
し
て
の
「
細
菌
学
」

そ
こ
で
、
新
た
な
方
法
に
よ
っ
て
海
を
渡
る
「
白
人
」
の
健
康
を
担
保
す
る
必
要
が
出
て
き
た
。
よ
り
科
学
的
に
厳
密
な
方
法
で
「
熱
帯
」

を
分
析
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
段
を
見
つ
け
出
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
折
し
も
、
そ
の
目
的
に
合
致
す
る
よ
う
な
学
問
分
野
が
、
急
速

に
そ
の
基
盤
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
。
顕
微
鏡
の
発
展
に
裏
打
ち
さ
れ
た
細
菌
学⑩
の
登
場
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
感
染
症
研
究
で
あ
る
。

細
菌
学
の
新
し
さ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
ミ
ア
ス
マ
説
で
本
質
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
、
患
者
の
「
身
体
」
状
況
や
そ
れ
を
取
り
巻
く

「
環
境
」
と
い
っ
た
要
素
を
、
病
因
究
明
に
お
い
て
考
察
の
対
象
か
ら
外
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
病
気
の
原
因
は
「
瘴
気
」
な
ど
と
い
う
曖

昧
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
顕
微
鏡
を
通
し
て
特
定
さ
れ
る
「
微
生
物
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
明
確
に
対
象
化
さ
れ
る
「
客
体
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
微
生
物
の
出
す
「
毒
素
」
が
明
確
に
な
れ
ば
、「
特
効
薬
」
の
開
発
に
よ
る
病
原
体
の
除
去
（
治
療
）
が
視
野
に
入
る
。
ま
た

感
染
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
罹
患
を
防
ぐ
た
め
の
「
予
防
」
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る

こ
と
で
、
細
菌
学
は
「
気
候
順
化
論
」
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
、「
熱
帯
」
支
配
の
た
め
の
武
器
を
提
供
で
き
る
と
し
た
の
で
あ
る⑪
。

一
八
七
六
年
の
炭
疽
菌
の
検
出
、
八
二
年
の
結
核
菌
、
そ
し
て
翌
年
の
コ
レ
ラ
菌
の
発
見⑫
と
、
こ
の
分
野
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
ロ
ー
ベ
ル

ト
・
コ
ッ
ホ
は
、
一
八
九
八
年
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ミ
ア
ス
マ
説
に
対
す
る
細
菌
学
の
「
勝
利
」
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。
す
な
わ
ち

「
熱
帯
」
で
猛
威
を
振
る
う
マ
ラ
リ
ア
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ば
、「
我
々
は
最
終
的
に
こ
の
病
気
の
完
全
な
支
配
者
と
な
る
の
で
す
。
そ
れ

は
同
時
に
、
地
球
上
で
最
も
美
し
く
肥
沃
な
国
々
を
平
和
的
に
征
服
す
る
の
と
同
じ
価
値
を
持
つ
の
で
す⑬
」。
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一
八
八
〇
〜
九
〇
年
代
の
コ
ッ
ホ
は
、
細
菌
学
の
「
成
果
」
を
引
っ
提
げ
て
「
熱
帯
病
」
の
撲
滅
を
目
指
す
べ
く
世
界
中
を
旅
し
て
い
た
。

一
八
八
三
〜
八
四
年
に
は
コ
レ
ラ
研
究
の
た
め
に
エ
ジ
プ
ト
と
イ
ン
ド
を
訪
問
、
九
〇
年
に
再
び
エ
ジ
プ
ト
を
訪
れ
て
い
る
。
九
六
年
に
は
イ

ギ
リ
ス
政
府
の
招
聘
に
よ
り
南
ア
フ
リ
カ
で
牛
疫
の
調
査
、
翌
九
七
年
に
は
ペ
ス
ト
研
究
で
再
び
イ
ン
ド
の
地
を
踏
み
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
領

東
ア
フ
リ
カ
（
ケ
ニ
ア
）
に
も
立
ち
寄
っ
た
。
翌
九
八
年
か
ら
マ
ラ
リ
ア
研
究
で
ジ
ャ
ワ
島
及
び
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
に
滞
在
、
一
九
〇
五
〜
〇

六
年
に
は
ド
イ
ツ
領
東
ア
フ
リ
カ
で
眠
り
病
対
策
の
策
定
に
従
事
す
る
。
こ
う
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
コ
ッ
ホ
は
、
一
九
〇
五
年
に
は

結
核
に
関
す
る
業
績
で
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た⑭
。

細
菌
学
の
方
法
と
知
見
を
も
っ
て
す
れ
ば
、「
病
め
る
熱
帯
」
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
信
じ
る
コ
ッ
ホ
は
、「
熱
帯
医
学
」
を
専
門
と

す
る
研
究
所
の
設
置
を
ド
イ
ツ
政
府
に
働
き
か
け
る
。
す
で
に
他
の
植
民
地
列
強
は
、
そ
の
よ
う
な
研
究
機
関
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
そ
の
た
め
の
構
想
を
練
っ
て
い
た
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
は
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
（
一
八
九
八
年
）
や
ロ
ン
ド
ン
（
九
九
年
）
に
「
熱
帯
医
学

校
」
を
設
置
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
ボ
ル
ド
ー
の
海
軍
軍
医
学
校
（
一
八
九
〇
年
設
立
）
が
「
熱
帯
医
学
」
に
関
す
る
教
育
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た

オ
ラ
ン
ダ
は
、
ジ
ャ
ワ
島
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
（
ヴ
ェ
ル
ト
フ
レ
ー
デ
ン
）
に
「
病
理
学
・
解
剖
学
・
細
菌
学
研
究
所
」
を
置
き
、「
熱
帯
医
学
」
の

制
度
化
に
功
の
あ
っ
た
医
師
の
名
前
を
取
っ
て
、
の
ち
に
「
エ
イ
ク
マ
ン
研
究
所
」
と
改
称
し
た⑮
。

コ
ッ
ホ
は
、
ド
イ
ツ
に
は
そ
う
し
た
「
熱
帯
医
学
」
の
機
関
が
な
い
こ
と
に
苛
立
ち
を
覚
え
な
が
ら
、
一
八
九
九
年
三
月
に
研
究
機
関
整
備

の
た
め
の
意
見
書
を
外
務
省
植
民
地
課
に
提
出
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
機
関
は
「
熱
帯
」
に
お
け
る
衛
生
の
問
題
を
、
純
粋
に
細
菌

学
的
見
地
か
ら
扱
い
、
医
学
教
育
と
実
践
（
実
験
）
を
同
時
に
行
な
う
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
論
争
の
的
と
な

っ
た
人
種
主
義
的
「
気
候
順
化
論
」
を
す
べ
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
コ
ッ
ホ
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
新
機
関
は
、
一
八
九
一
年
に
設
立

さ
れ
た
王
立
プ
ロ
イ
セ
ン
感
染
症
研
究
所
（
コ
ッ
ホ
は
初
代
所
長
に
就
任
）
と
密
接
な
連
携
を
取
る
た
め
、
ベ
ル
リ
ン
に
拠
点
を
置
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
た⑯
。
つ
ま
り
コ
ッ
ホ
は
自
ら
の
影
響
力
を
保
持
す
る
た
め
、「
熱
帯
医
学
」
の
研
究
機
関
を
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
首
都
に
集
中
さ

せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
コ
ッ
ホ
の
こ
う
し
た
構
想
に
待
っ
た
を
か
け
た
の
が
、
ド
イ
ツ
最
大
の
貿
易
港
を
擁
す
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
だ
っ
た
。
こ
の
町
は
ハ

ン
ザ
同
盟
の
有
力
な
自
治
都
市
と
し
て
、
古
く
か
ら
対
外
貿
易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
て
い
た
が
、
近
代
に
入
っ
て
も
ド
イ
ツ
の
「
海
の
玄
関
」

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
同
時
に
外
国
航
路
の
乗
組
員
ら
が
持
ち
込
む
感
染
症
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
を
隔
離
す
る
施
設

も
整
備
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
市
当
局
者
に
本
格
的
な
感
染
症
対
策
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
き
っ
か
け
は
、
一
八
九
二
年
の
コ
レ
ラ
大
流
行
で

あ
る
。
こ
の
と
き
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
は
数
週
間
の
間
に
八
千
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
と
い
わ
れ
る⑰
。

こ
の
コ
レ
ラ
大
流
行
で
衛
生
対
策
の
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
の
が
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
港
湾
医
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
ノ
ホ
ト
で
あ
る
、
ノ
ホ
ト
は
ベ

ル
リ
ン
で
医
学
を
修
め
、
一
時
期
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
の
部
下
と
し
て
帝
国
保
健
省
で
勤
務
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
ノ
ホ
ト
が
中
心
と

な
り
、
熱
帯
医
学
研
究
機
関
の
誘
致
に
乗
り
出
す
。
当
初
は
コ
ッ
ホ
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
の
設
置
に
難
色
を
示
し
た
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
帝
国
政
府

も
躊
躇
し
た
が
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
参
事
会
が
建
設
費
の
大
幅
負
担
に
同
意
す
る
こ
と
で
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
案
」
の
採
用
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一

九
〇
〇
年
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
「
船
舶
・
熱
帯
病
研
究
所
」
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る⑱
。

こ
の
研
究
所
は
、
植
民
地
に
派
遣
が
決
ま
っ
た
官
吏
や
軍
人
に
対
す
る
「
熱
帯
医
学
」
教
育
、
医
師
の
研
修
、
船
員
専
用
病
棟
に
お
け
る

「
熱
帯
病
」
の
臨
床
研
究
、
さ
ら
に
細
菌
学
実
験
な
ど
を
担
う
も
の
と
さ
れ
、
一
九
〇
七
年
ま
で
に
、
の
べ
三
五
〇
名
近
い
医
師
が
こ
こ
で
学

ん
だ
。
さ
ら
に
同
研
究
所
は
、「
熱
帯
病
」
調
査
の
学
術
旅
行
の
企
画
立
案
に
も
あ
た
り
、
一
九
〇
三
〜
一
四
年
に
全
部
で
一
三
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
、
同
時
期
に
設
置
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
や
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
、
パ
リ
（
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
研
究
所
）
と
い
っ

た
施
設
と
競
合
し
た
り
協
力
関
係
を
築
い
た
り
し
な
が
ら
、「
熱
帯
病
」
に
関
す
る
研
究
教
育
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た⑲

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、「
熱
帯
医
療
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
急
速
に
研
究
教
育
体
制
を
整
え

た
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
帝
国
主
義
的
な
分
割
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
で
、「
ミ
ア
ス
マ
説
」
や
安
易
な
人
種
主
義
的
「
気
候
順
化

論
」
に
陥
る
こ
と
な
く
、
各
国
の
研
究
機
関
と
相
互
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
な
が
ら
「
不
健
康
な
熱
帯
」
を
改
造
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
新
興
の
学
問
分
野
が
成
功
す
る
か
否
か
は
、「
熱
帯
」
を
苦
し
め
る
病
気
の
原
因
を
解
明
、
治
療
法
を
確
立
し
、
実
際
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に
植
民
地
で
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
た
。

「
政
策
」
と
し
て
の
細
菌
学

し
か
し
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
帝
国
医
療
」
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
き
、
こ
の
試
み
は
成
功
を
収
め
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

「
敗
因
」
を
分
析
す
る
と
、
お
よ
そ
以
下
の
パ
タ
ー
ン
に
大
別
で
き
る
。
ま
ず
病
因
と
な
る
微
生
物
が
特
定
さ
れ
、
か
つ
有
効
な
治
療
法
や
予

防
法
が
確
立
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
人
員
や
財
源
の
不
足
か
ら
政
策
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
原
因
と

な
る
微
生
物
や
感
染
経
路
が
特
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
有
効
な
治
療
法
（
薬
剤
）
が
な
く
、
ま
た
病
原
体
を
人
体
か
ら
人
体
へ
感
染
さ

せ
る
中
間
宿
主
（
ベ
ク
タ
ー
）
を
死
滅
さ
せ
る
方
法
も
費
用
面
で
徹
底
さ
を
欠
く
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
つ
目
の
ケ
ー
ス
と
類
似
す

る
が
、
病
因
微
生
物
が
特
定
さ
れ
、
こ
れ
と
い
っ
た
中
間
宿
主
も
い
な
い
が
、
有
効
な
薬
剤
も
予
防
法
も
確
立
さ
れ
ず
に
患
者
を
た
だ
隔
離
す

る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
も
存
在
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
帝
国
医
療
」
は
、
細
菌
学
の
知
見
を
動
員
し
病
因
究
明
に
は
大
き

く
貢
献
し
た
が
、
患
者
を
治
療
し
健
康
な
人
間
に
予
防
を
促
す
と
い
う
、
感
染
症
対
策
本
来
の
目
標
は
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。

次
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
タ
ー
ン
に
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
「
熱
帯
病
」
を
取
り
上
げ
、
ド
イ
ツ
植
民
地
で
ど
の
よ
う
な
対
策
が
取
ら

れ
た
の
か
を
概
観
し
つ
つ
、
当
時
の
「
帝
国
医
療
」
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
最
初
の
ケ
ー
ス
と
し
て
マ
ラ
リ
ア
、
次
の

場
合
で
は
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
（
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
病
）、
最
後
の
例
と
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
十
九
世
紀
末
〜
二
〇

世
紀
初
頭
に
、
病
因
や
治
療
法
、
予
防
法
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
た
疾
病
で
、
そ
こ
に
は
コ
ッ
ホ
も
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
疾
病
に
お
い
て
実
行
に
移
さ
れ
た
対
策
は
、
植
民
地
に
お
け
る
様
々
な
困
難
に
直
面
し
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
、

二
一
世
紀
を
迎
え
て
も
な
お
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
こ
う
し
た
疾
病
を
制
圧
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い⑳
。
そ
の
意
味
で
「
帝
国

医
療
」
の
失
敗
の
歴
史
は
、「
遠
い
昔
の
出
来
事
」
と
し
て
は
済
ま
さ
れ
な
い
問
題
性
を
孕
ん
で
い
る
。

①

Grosse,P.,K
olonialism
us,E
ugenik
und
bürgerliche
G
esellschaftin

D
eutschland
1850-1918,Frankfurt
(M
)
/
N
ew
Y
ork
2000,S.53.
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②

A
rnold,D
.,Introduction,in:A
rnold,D
.(ed.),W
arm
Clim
ates
and

W
estern
M
edicine,A
m
sterdam
/
A
tlanta
2003
(2nd
Edition),p.6.

③

A
rnold,Introduction,p.7.「
ミ
ア
ス
マ
説
」
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り

以
下
を
参
照
。
Chakrabarti,
P.,
M
edicine
and
E
m
pire
1600-1960,

Basingstoke
20114,p.63.

④

ド
イ
ツ
第
二
帝
政
に
お
け
る
「
自
由
主
義
左
派
」
は
、
一
八
八
四
年
に
進
歩
党

と
国
民
自
由
党
左
派
を
統
合
し
て
ド
イ
ツ
自
由
思
想
家
党
（
D
eutsche

Freisinnige
Partei）
を
結
成
、
直
後
の
帝
国
議
会
選
挙
で
六
七
議
席
を
獲
得

し
て
反
ビ
ス
マ
ル
ク
勢
力
の
牙
城
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参

照
。
成
瀬
治
・
山
田
欣
吾
・
木
村
靖
二
（
編
）『
世
界
歴
史
体
系

ド
イ
ツ
史
2
』

山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
四
四
九
-
四
五
二
頁
。

⑤

V
irchow
,
R.,
A
kklim
atiosaton
(V
erhandlungen
der
Berliner

Gesellschaft
für
A
nthropologie,
Ethnologie
und
U
rgeschichte),
in:

Zeitschrift
für
E
thnologie
17
(1885),
S.202-214,
hier
S.205,213.

Grosse,K
olonialism
us,S.62.f.

⑥

Eckart,
W
.
U
.,
M
edizin
und
K
olonialim
perialism
us:
D
eutschland

1884-1945,Paderborn
1997,S.74.

⑦

T
ageblatt
der
57.
V
ersam
m
lung
der
G
esellschaft
deutscher

N
aturforscher
und
Ä
rzte
in
M
agdeburg
(1884).Eckart,M
edizin
und

K
olonialim
perialism
us,S.73.

⑧

G
rosse,
K
olonialism
us,
S.
68f.
E
ckart,
M
edizin
und

K
olonialim
perialism
us,S.75f.

⑨

Grosse,K
olonialism
us,S.71.

⑩

細
菌
学
の
歴
史
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
ポ
ー
ル
・
ド
・
ク
ラ
イ
フ
（
秋
元

寿
恵
夫
訳
）『
微
生
物
の
狩
人
（
上
・
下
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
年
。
ピ
エ
ー

ル
・
ダ
ル
モ
ン
（
寺
田
光
徳
・
田
川
光
照
訳
）『
人
と
細
菌

1
7
〜
2
0
世

紀
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
五
年
。

⑪

こ
の
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
公
衆
衛
生
の
目
的
と
手
法
の
変
化
に
つ
い

て
は
、
小
川
真
理
子
『
病
原
菌
と
国
家
』
二
一
四
頁
。
ま
た
以
下
も
参
照
。

W
orboys,
M
.,
Spreading
G
erm
s:
D
isease
T
heories
and
M
edical

Practice
in
Britain,1865-1900,Cam
bridge
2000,pp.234-236.尤
も
、

「
微
生
物
」
の
問
題
に
す
べ
て
を
帰
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
細
菌
学
的
方
法
論
は
、

一
つ
に
は
ミ
ア
ス
マ
説
を
信
奉
す
る
立
場
か
ら
、
も
う
一
つ
は
個
別
具
体
的
な
患

者
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
臨
床
医
学
か
ら
「
還
元
主
義
」
あ
る
い
は
「
患
者
＝
人
間

の
軽
視
」
と
し
て
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

村
上
宏
昭
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
ド
イ
ツ
の
反
結
核
啓
蒙
運
動

ド
イ
ツ
結
核
撲

滅
中
央
委
員
会
を
中
心
に
」『
筑
波
大
学
地
域
研
究
』
三
九
（
二
〇
一
八
）、
九
一

-
一
〇
八
頁
と
く
に
九
九
頁
以
下
。
ま
た
同
じ
頃
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
細
菌
学
説
の

台
頭
で
、
本
来
水
や
空
気
の
管
理
を
も
目
指
し
て
い
た
公
衆
衛
生
が
矮
小
化
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
懸
念
が
広
が
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
を

参
照
。
小
川
真
理
子
『
病
原
菌
と
国
家
』
二
七
一
頁
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
細

菌
学
説
全
盛
の
時
代
に
あ
っ
て
も
「
環
境
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
一
定
の
影
響

力
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
小
川
『
病
原
菌
と
国

家
』
六
頁
。

⑫

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
エ
ッ
カ
ル
ト
（
今
井
道
夫
・
石
渡
隆
司
監
訳
）『
医
学
の

歴
史
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
九
年
、
二
五
二
-
二
五
三
頁
。

⑬

K
och,R.,Ä
rztliche
Beobachtungen
in
den
T
ropen,Berlin
1898,S.

214.Grosse,K
olonialism
us,S.72.

⑭

コ
ッ
ホ
の
こ
う
し
た
活
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
小
川
『
病
原
菌
と
国

家
』
二
二
三
頁
お
よ
び
二
四
一
頁
。
磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地

主
義
』
三
〇
-
三
一
頁
。
さ
ら
に
コ
ッ
ホ
は
、
一
九
〇
八
年
に
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ワ

イ
、
日
本
を
訪
問
し
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
て
い
る
。

⑮

Eckart,M
edizin
und
K
olonialim
perialism
us,S.79-83.

⑯

Eckart,M
edizin
und
K
olonialim
perialism
us,S.79-83.
ベ
ル
リ
ン
の
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「
王
立
プ
ロ
イ
セ
ン
感
染
症
研
究
所
」
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
A
nette

H
inz-W
essels,
D
as
R
obert
K
och
Institut
im
N
ationalsozialism
us,

Berlin
2012,S.9-20.

⑰

ハ
ン
ブ
ル
ク
の
コ
レ
ラ
流
行
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
Evans,
R.,

D
eath
in
H
am
burg.Society
and
Politics
in
the
Cholera
Y
ears,1830-

1910,O
xford
1987.

⑱

こ
の
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
M
annw
eiler,
E.,
G
eschichte

des
Instituts
für
Schiffs-
und
T
ropenkrankheiten
in
H
am
burg
1900-

1945,K
ettenw
eiler
1998.N
eill,D
.J.,N
etw
orks
in
T
ropicalM
edicine.

Internationalism
,
Colonialism
,
and
the
R
ise
of
a
M
edical
Speciality,

1890-1930,Stanford
2012.

⑲

N
eilll,N
etw
orks
in
T
ropical
M
edicine,p.19f.ネ
イ
ル
に
よ
れ
ば
、
細

菌
学
の
分
野
で
は
コ
ッ
ホ
と
ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ベ
ル
リ
ン
と
パ
リ
と
の
間
に
は
学
術
的

交
流
、
情
報
の
交
換
と
い
っ
た
協
力
関
係
が
存
在
し
た
。

⑳

マ
ラ
リ
ア
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
結
核
と
並
ん
で
「
世
界
三
大
感
染
症
」
と
さ
れ
、
世
界

の
貧
困
層
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
眠
り
病
と
ハ
ン
セ
ン
病
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に

よ
っ
て
「
顧
み
ら
れ
な
い
熱
帯
病
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
発
展
途
上
国
で
は
深

刻
な
被
害
が
出
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、「
先
進
国
」
の
製
薬
会

社
は
「
費
用
対
効
果
」
の
観
点
か
ら
創
薬
に
消
極
的
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。
詳
細

は
製
薬
協
Ｈ
Ｐ
「
三
大
感
染
症
お
よ
び
顧
み
ら
れ
な
い
熱
帯
病
」
の
項
目
を
参
照

（
二
〇
一
九
年
九
月
二
〇
日
現
在
）。

第
二
章

ド
イ
ツ
植
民
地
に
お
け
る
「
帝
国
医
療
」
の
諸
相

マ
ラ
リ
ア

「
コ
ッ
ホ
の
処
方
」
と
「
植
民
地
状
況
」

マ
ラ
リ
ア
は
、
単
細
胞
生
物
で
あ
る
マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
、
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
（
ハ
マ
ダ
ラ
カ
）
を
媒
介
に
し
て
ヒ
ト
の
体
内
に
入
り
、
赤
血

球
を
破
壊
す
る
こ
と
で
高
熱
や
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
あ
る
。
治
療
し
な
い
場
合
は
重
篤
化
し
て
、
意
識
障
害
や
腎
不
全

を
起
こ
し
て
死
に
至
る
こ
と
が
多
い
。

感
染
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
一
八
七
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ラ
ヴ
ラ
ン
が
マ
ラ
リ
ア
原
虫
を
発
見
、
そ
の
後

イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド
の
医
務
官
だ
っ
た
ロ
ナ
ル
ド
・
ロ
ス
が
、
感
染
に
蚊
が
媒
介
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
こ
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、

ロ
ス
は
一
九
〇
二
年
、
ラ
ヴ
ラ
ン
は
一
九
〇
七
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。「
熱
帯
」
の
マ
ラ
リ
ア
に
対
す
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

ベルリン・ハンブルク・そして「熱帯」（磯部）
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こ
う
し
た
病
因
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
、
コ
ッ
ホ
は
一
八
九
七
年
に
ド
イ
ツ
領
東
ア
フ
リ
カ
、
一
八
九
九
〜
一
九
〇
一
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
領

の
ジ
ャ
ワ
島
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の
ド
イ
ツ
領
植
民
地
を
訪
れ
た
。
コ
ッ
ホ
の
関
心
は
患
者
を
見
つ
け
出
す
検
査
法
お
よ
び
治
療
法
の
確

立
に
向
け
ら
れ
た
。
彼
は
原
虫
を
発
見
す
る
た
め
に
血
液
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
、
感
染
者
に
対
し
て
キ
ニ
ー
ネ
（
キ
ナ
の
樹
皮
か
ら
採
取
さ

れ
る
有
機
化
合
物
）
を
投
与
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
ま
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
船
舶
・
熱
帯
病
研
究
所
で
も
マ
ラ
リ
ア
研
究
が
続
け
ら

れ
、
ノ
ホ
ト
は
キ
ニ
ー
ネ
が
対
処
療
法
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
予
防
薬
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た①
。

コ
ッ
ホ
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
調
査
で
、
現
地
住
民
の
間
で
も
昔
か
ら
キ
ニ
ー
ネ
が
マ
ラ
リ
ア
治
療
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
し
か
し
そ
の
投
薬
が
「
い
い
加
減
な
目
分
量
」
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
投
与
量
を
算
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

コ
ッ
ホ
に
よ
る
と
、
キ
ニ
ー
ネ
の
投
与
が
少
な
す
ぎ
て
は
効
き
目
が
な
い
が
、
逆
に
多
す
ぎ
る
と
黒
水
熱
と
い
う
尿
毒
症
を
伴
う
合
併
症
に
よ

っ
て
患
者
が
死
亡
す
る
。
そ
こ
で
コ
ッ
ホ
は
、
マ
ラ
リ
ア
患
者
に
対
し
て
様
々
な
薬
量
で
キ
ニ
ー
ネ
を
投
与
し
、
そ
の
効
果
を
見
き
わ
め
た
。

結
果
と
し
て
コ
ッ
ホ
は
、
九
〜
十
日
お
き
に
一
グ
ラ
ム
の
キ
ニ
ー
ネ
を
長
期
間
、
継
続
的
に
投
与
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ

の
方
法
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
患
者
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
。
キ
ニ
ー
ネ
の
薬
効
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
は
、
と
に

か
く
「
規
則
正
し
く
投
与
す
る
こ
と
」
が
不
可
欠
で
あ
っ
た②
。

コ
ッ
ホ
は
細
菌
学
の
観
点
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
現
地
住
民
と
を
問
わ
ず
、
感
染
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
に
対
す
る
血
液
検
査
の
実

施
と
、
感
染
者
に
対
す
る
キ
ニ
ー
ネ
投
与
を
主
張
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
す
ぐ
に
実
現
不
可
能
な
要
求
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ド
イ
ツ
植

民
地
に
は
、
専
門
の
医
師
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
た
。
植
民
地
統
治
期
末
期
の
一
九
一
四
年
に
お
い
て
す
ら
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
植
民
地
で
勤

務
す
る
軍
医
、
総
督
府
医
師
は
一
四
人
し
か
お
ら
ず
、
他
方
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
含
め
た
南
洋
植
民
地
全
体
の
人
口
は
推
定
さ
れ
る
だ
け
で
も
三

〇
万
人
で
、
計
算
上
は
医
師
一
人
で
二
万
人
も
の
健
康
を
管
理
す
る
必
要
が
あ
っ
た③
。
彼
ら
に
検
査
に
来
て
も
ら
い
、
血
液
を
採
取
し
、
顕
微

鏡
で
病
原
体
の
有
無
を
調
べ
、
感
染
者
に
再
度
出
頭
を
命
じ
長
期
わ
た
る
薬
剤
治
療
を
行
な
う
…
ま
っ
た
く
途
方
も
な
い
計
画
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
も
し
キ
ニ
ー
ネ
の
服
用
が
苦
痛
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
状
況
は
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
キ
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ニ
ー
ネ
は
、
た
と
え
コ
ッ
ホ
の
処
方
箋
通
り
に
服
用
し
た
と
し
て
も
、
耳
鳴
り
や
難
聴
、
ひ
ど
い
腹
痛
や
吐
き
気
、
下
痢
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
住
民
に
対
し
て
も
規
則
的
な
服
用
を
要
求
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。「
も
し
人
々
が
コ
ッ
ホ
に
よ
る
キ
ニ
ー
ネ
治

療
を
続
け
て
い
た
ら
、
マ
ラ
リ
ア
の
発
症
は
確
実
に
減
っ
た
だ
ろ
う
」
と
、
現
地
に
駐
在
す
る
医
師
が
嘆
い
て
い
る④
。

西
洋
医
学
に
理
解
の
あ
る
は
ず
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
あ
い
だ
で
す
ら
、
コ
ッ
ホ
の
処
方
箋
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
マ
ラ
リ
ア
に
感
染

し
症
状
に
苦
し
む
と
、
キ
ニ
ー
ネ
を
場
当
た
り
的
に
服
用
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
南
洋
植
民
地
で
は
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ラ
ン
ト
や

ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
で
繰
り
返
し
マ
ラ
リ
ア
の
大
流
行
が
見
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
死
因
の
上
位
を
占
め
た⑤
。
ま
た
現
地
住
民
の
間
で
も
、
植

民
地
に
お
け
る
活
発
な
経
済
活
動
や
労
働
力
の
移
動
を
背
景
に
、
そ
れ
ま
で
患
者
が
い
な
か
っ
た
地
域
で
マ
ラ
リ
ア
の
大
流
行
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
別
種
類
の
マ
ラ
リ
ア
が
蔓
延
し
風
土
病
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た⑥
。

状
況
は
ア
フ
リ
カ
で
も
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
領
東
ア
フ
リ
カ
で
は
当
初
、
南
洋
植
民
地
と
同
様
に
コ
ッ
ホ
の
処
方
箋
を
厳
格

に
実
行
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
推
定
人
口
四
百
万
人
、
面
積
は
ド
イ
ツ
帝
国
の
二
倍
（
約
九
十
六
万
㎢⑦
）
を
擁
す
る
こ
の
植
民
地
の
全
住
民

を
マ
ラ
リ
ア
か
ら
守
る
こ
と
は
、
駐
在
の
医
師
（
そ
の
数
は
一
〇
人
を
決
し
て
上
回
ら
な
か
っ
た
）
で
は
不
可
能
だ
っ
た
。
ま
た
カ
メ
ル
ー
ン
で
も
、

コ
ッ
ホ
の
提
言
に
基
づ
く
対
策
を
取
る
こ
と
は
早
々
に
放
棄
さ
れ
た
。
現
地
の
総
督
府
は
、
経
済
の
要
衝
ド
ゥ
ア
ラ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
現
地

住
民
の
居
住
地
を
分
離
す
る
「
人
種
的
衛
生
法⑧
」
を
採
用
す
る
こ
と
で
満
足
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
駐
在
す
る
医
師
た
ち
は
総
督
に
対
し
、
現

地
住
民
が
衛
生
観
念
を
も
た
な
い
の
で
、
今
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
様
々
な
病
気
を
持
ち
込
む
に
違
い
な
い
と
吹
聴
し
て
い
た
の
で
あ
る⑨
。
彼
ら

医
師
た
ち
は
総
督
を
説
得
す
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
が
、「
人
種
」
概
念
の
介
入
を
拒
否
し
た
コ
ッ
ホ
の
細
菌
学
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら

か
な
「
敗
北
」
で
あ
っ
た
。

財
源
と
人
員
が
不
足
す
る
と
い
う
、
植
民
地
の
構
造
的
問
題
は
ま
た
、
中
間
宿
主
た
る
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
の
駆
除
（
蚊
が
好
ん
で
生
息
す
る
湿

地
帯
を
整
地
に
よ
り
破
壊
し
よ
う
と
す
る
方
策
）
と
い
う
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
を
も
不
可
能
に
し
た⑩
。

以
上
の
よ
う
に
、
血
液
検
査
と
キ
ニ
ー
ネ
の
投
与
と
い
う
コ
ッ
ホ
が
提
唱
し
た
方
法
は
、
植
民
地
と
い
う
状
況
の
中
で
充
分
な
財
源
と
人
員
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の
裏
付
け
が
な
い
ま
ま
消
化
不
良
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
ド
イ
ツ
の
「
帝
国
医
療
」
は
、
マ
ラ
リ
ア
の
病
因
、
感
染
経
路
、
そ
し
て
特
効

薬
を
も
特
定
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
制
圧
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

眠
り
病

「
特
効
薬
」
を
め
ぐ
る
悲
劇

ア
フ
リ
カ
・
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
地
域
で
「
眠
り
病
」
と
恐
れ
ら
れ
た
感
染
症
は
、
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
原
虫
が
吸
血
昆
虫
の
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ

を
媒
介
に
し
て
ヒ
ト
の
体
内
に
入
り
、
嗜
眠
性
の
脳
炎
を
引
き
起
こ
す
。

ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
に
刺
さ
れ
、
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
が
体
内
に
入
る
と
、
そ
の
部
分
が
赤
く
腫
れ
あ
が
っ
て
患
者
に
は
倦
怠
感
や
発
熱
と
い
っ
た

症
状
が
現
れ
る
。
こ
の
段
階
で
適
切
な
治
療
を
行
な
う
と
快
癒
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
風
邪
の
症
状
と
似
て
い
る
た
め
診
断
は
難
し
い
。
原
虫

が
全
身
を
め
ぐ
り
脳
に
達
す
る
と
、
脳
膜
炎
を
引
き
起
こ
し
て
患
者
は
ひ
ど
い
頭
痛
と
不
眠
に
苦
し
め
ら
れ
る
。
し
か
し
病
名
に
あ
る
通
り
、

昼
に
な
る
と
そ
の
反
動
か
ら
と
こ
ろ
構
わ
ず
寝
入
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
段
階
に
な
る
と
眠
り
病
の
診
断
は
容
易
に
な
る
が
、
治
癒
は
ほ
ぼ
見
込

め
な
い
。
こ
の
病
気
は
十
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ア
フ
リ
カ
の
赤
道
地
域
で
大
流
行
し
、
少
な
く
と
も
八
〇
万
人
が
犠
牲
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
る⑪
。

こ
の
病
気
に
は
ま
た
、「
ナ
ガ
ナ
」
と
い
う
、
家
畜
に
蔓
延
す
る
種
類
も
存
在
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
ア
フ
リ
カ
の
赤
道
地
域
で
は
牛
馬
の
牧

畜
が
で
き
な
い
地
域
（
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
の
生
息
域
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
「
ツ
ェ
ツ
ェ
ベ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
存
在
し
、
現
在
で
も
現
地
の
農
業

経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る⑫
。

こ
の
人
獣
共
通
感
染
症
の
医
学
研
究
は
、
家
畜
病
の
原
因
究
明
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
一
八
九
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
医
少
佐
だ
っ
た

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ブ
ル
ー
ス
は
、
南
ア
フ
リ
カ
東
部
の
ズ
ー
ル
ー
ラ
ン
ド
で
、
ナ
ガ
ナ
病
に
罹
患
し
た
馬
の
血
液
を
顕
微
鏡
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

血
中
に
動
き
回
る
原
虫
を
発
見
し
た
。
翌
九
五
年
、
ブ
ル
ー
ス
は
ウ
ガ
ン
ダ
（
イ
ギ
リ
ス
領
東
ア
フ
リ
カ
）
で
感
染
経
路
を
突
き
止
め
る
。
彼
は

マ
ラ
リ
ア
か
ら
類
推
し
て
中
間
宿
主
の
存
在
を
疑
っ
て
い
た
が
、
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
の
腸
管
の
中
か
ら
そ
の
原
虫
（
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
）
を
発
見
し
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た⑬
。ヒ

ト
の
眠
り
病
に
関
し
て
も
、
二
〇
世
紀
に
入
る
と
病
因
や
感
染
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
が
進
ん
だ
。
一
九
〇
二
年
、
ウ
ガ
ン
ダ
に
駐
在
し
て
い

た
イ
タ
リ
ア
人
医
師
ア
ル
ド
・
カ
ス
テ
ラ
ー
ニ
が
、
眠
り
病
患
者
の
血
中
か
ら
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
を
発
見
。
翌
〇
三
年
に
は
ブ
ル
ー
ス
が
再
度

ウ
ガ
ン
ダ
に
入
り
、
ヒ
ト
の
場
合
で
も
感
染
拡
大
に
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
つ
き
と
め
る
。
こ
う
し
て
ヒ

ト
や
家
畜
を
苦
し
め
る
病
気
に
対
し
て
、
近
代
医
学
の
「
光
」
が
当
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た⑭
。

病
原
体
が
原
虫
で
あ
る
こ
と
、
中
間
宿
主
が
吸
血
昆
虫
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
が
日
陰
の
多
い
湿
地
帯
に
好
ん
で
生
息
す

る
こ
と
か
ら
、
提
案
さ
れ
た
眠
り
病
対
策
は
マ
ラ
リ
ア
か
ら
多
く
を
負
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
湿
地
帯
の
除
草
伐
採
作
業
を
通
じ
た
ツ
ェ

ツ
ェ
バ
エ
の
駆
除
、
②
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
生
息
域
に
住
む
現
地
住
民
の
強
制
移
住
や
通
行
の
規
制
、
③
薬
剤
に
よ
る
感
染
者
の
血
中
ト
リ
パ
ノ

ソ
ー
マ
除
去
で
あ
る
。
特
に
③
に
関
し
て
は
、
顕
微
鏡
で
見
え
る
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
の
動
き
が
、
梅
毒
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
と
類
似
し
て
い
た
た
め
、

早
い
段
階
か
ら
砒
素
化
合
物
の
投
与
が
有
効
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
こ
う
し
た
薬
剤
の
投
与
に
は
、
失
明
や
内
臓
障
害
と

い
っ
た
重
い
副
作
用
の
リ
ス
ク
を
伴
う
。
皮
肉
に
も
、「
ア
ト
キ
シ
ル
（
A
toxyl＝
毒
な
し
）」
と
名
付
け
ら
れ
た
梅
毒
薬
が
広
く
ア
フ
リ
カ
で

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た⑮
。

コ
ッ
ホ
も
、
こ
の
病
気
に
は
高
い
関
心
を
示
し
た
。
一
九
〇
六
〜
〇
七
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
領
お
よ
び
ド
イ
ツ
領
東
ア
フ
リ
カ
に
渡
っ
た

コ
ッ
ホ
は
、
そ
こ
で
眠
り
病
研
究
に
没
頭
す
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
病
因
や
感
染
経
路
に
つ
い
て
は
す
べ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
コ

ッ
ホ
は
除
草
伐
採
作
業
の
効
果
と
、
特
効
薬
の
発
見
を
目
標
に
し
て
い
た
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
マ
ラ
リ
ア
研
究
に
お
け
る
経
緯
か
ら
、

今
回
も
コ
ッ
ホ
が
有
効
な
薬
剤
治
療
の
方
法
を
見
つ
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
が
ド
イ
ツ
国
内
で
高
ま
っ
た
。

調
査
旅
行
を
終
え
た
コ
ッ
ホ
は
、
上
記
①
〜
③
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
な
提
案
を
行
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
が

多
数
生
息
し
て
い
る
地
域
で
、
現
地
住
民
を
多
数
動
員
し
て
除
草
伐
採
作
業
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
。
②
い
ま
の
と
こ
ろ
大
規
模
な
移
住
は
必
要

な
い
も
の
の
、
感
染
地
域
（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
湖
お
よ
び
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
湖
）
の
海
上
交
通
や
漁
業
を
厳
し
く
規
制
す
る
こ
と
。
そ
し
て
③
ア
ト
キ
シ
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ル
を
半
年
間
に
わ
た
り
患
者
に
集
中
的
、
規
則
的
に
投
与
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
患
者
を
強
制
的
に
隔
離
し
、「
収
容
所
」
で
徹
底
し
た

管
理
下
に
置
く
べ
き
だ
と
し
た⑯
。

コ
ッ
ホ
の
帰
国
後
、
ド
イ
ツ
領
植
民
地
で
は
そ
の
提
案
の
実
効
性
が
検
証
さ
れ
た
。
ま
ず
②
は
実
現
不
可
能
と
さ
れ
た
。
感
染
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
一
様
に
現
地
住
民
の
経
済
活
動
や
交
通
を
妨
げ
る
こ
と
は
、
住
民
の
反
発
を
呼
ぶ
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば

罹
患
者
を
隔
離
す
る
③
は
ど
う
か
。
感
染
者
な
ら
ば
、
共
同
体
か
ら
隔
離
し
て
治
療
を
施
し
て
も
住
民
は
理
解
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
植
民
地
支
配
者
の
そ
う
し
た
期
待
と
は
裏
腹
に
、「
強
制
収
容
所
（
K
onzentrationslager）」
へ
の
隔
離
は
、
現
地
住
民
の
反
発
を

呼
ん
だ
。
東
ア
フ
リ
カ
で
コ
ッ
ホ
か
ら
眠
り
病
対
策
を
引
き
継
い
だ
あ
る
医
師
に
よ
れ
は
、
検
査
の
た
め
に
あ
る
集
落
を
訪
れ
る
と
、「
わ
ず

か
数
人
の
女
性
や
子
ど
も
が
連
れ
て
こ
ら
れ
る
の
み
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
家
を
支
え
る
成
人
男
子
は
、
収
容
所
へ
送
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ

て
検
査
前
に
逃
亡
し
て
し
ま
う
。
ま
た
ト
ー
ゴ
に
勤
務
す
る
医
師
も
、
検
査
の
た
め
に
集
落
へ
入
る
と
、
す
で
に
検
査
に
入
っ
た
隣
村
か
ら
情

報
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
住
民
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る⑰
。

そ
の
結
果
、
東
ア
フ
リ
カ
や
ト
ー
ゴ
、
カ
メ
ル
ー
ン
で
は
、「
収
容
所
」
に
入
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
重
症
患
者
だ
っ
た
。
眠
り
病
の
症
状
が

進
み
、
も
は
や
自
力
で
の
歩
行
も
ま
ま
な
ら
な
い
彼
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
植
民
地
当
局
は
収
容
所
ま
で
の
「
長
征
」
を
強
い
た
。
そ
の
た
め
、
彼

ら
の
多
く
が
到
着
前
に
命
を
落
と
し
た
。
よ
う
や
く
の
こ
と
で
収
容
所
に
た
ど
り
着
い
て
も
、
今
度
は
重
い
副
作
用
を
誘
発
す
る
薬
剤
の
投
与

が
彼
ら
を
待
っ
て
い
た
。
ア
ト
キ
シ
ル
は
血
中
の
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
を
一
時
的
に
は
除
去
す
る
が
、
し
ば
し
ば
再
発
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
う
な
る
と
病
原
体
は
薬
へ
の
耐
性
を
持
っ
て
し
ま
い
、
治
癒
の
可
能
性
は
一
層
小
さ
く
な
っ
た
。
ま
た
一
九
〇
八
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
立
化

学
実
験
医
療
研
究
所
所
長
の
パ
ウ
ル
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
が
、
砒
素
の
濃
度
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
た
新
薬
を
開
発
し
植
民
地
へ
提
供
し
た
が
、
そ

れ
は
患
者
に
福
音
を
も
た
ら
す
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら
に
ひ
ど
い
薬
害
を
引
き
起
こ
し
た
だ
け
だ
っ
た⑱
。

こ
う
し
た
中
で
も
医
師
た
ち
は
、
危
険
な
薬
剤
の
投
薬
量
を
変
え
た
り
、
あ
る
い
は
他
の
薬
剤
と
組
み
合
わ
せ
て
患
者
に
投
与
し
た
り
し
な

が
ら
、
そ
れ
が
患
者
に
及
ぼ
す
影
響
を
測
定
し
て
い
た
。
つ
ま
り
収
容
患
者
は
、
効
能
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
薬
剤
の
実
験
台
と
な
っ
て
命
を
落
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と
し
た
の
で
あ
る
。

中
間
宿
主
の
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
駆
除
も
、
病
気
の
制
圧
に
は
ほ
と
ん
ど
貢
献
し
な
か
っ
た
。
東
ア
フ
リ
カ
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
湖
お
よ
び
タ
ン
ガ

ニ
ー
カ
湖
に
は
、
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
の
生
息
す
る
広
大
な
湿
地
帯
が
あ
る
が
、
除
草
伐
採
作
業
を
行
な
っ
て
も
、
瞬
く
間
に
草
木
が
生
い
茂
っ
て

し
ま
う
。
ま
た
、
河
川
が
複
雑
に
入
り
組
み
、
ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
に
格
好
の
す
み
か
を
提
供
す
る
ト
ー
ゴ
の
自
然
の
前
に
も
、
こ
う
し
た
作
業
は

「
焼
け
石
に
水
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
カ
メ
ル
ー
ン
で
は
、
そ
も
そ
も
感
染
地
域
の
内
陸
部
で
は
ド
イ
ツ
に
よ
る
実
効
支
配
が
進
ま
ず
、
現
地
住

民
を
作
業
に
動
員
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た⑲
。

こ
う
し
て
「
熱
帯
医
学
」
は
、
有
効
な
薬
剤
を
開
発
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
眠
り
病
の
前
に
敗
北
を
喫
す
る
。
病
因
や
感
染

経
路
な
ど
は
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、
今
度
は
そ
の
対
策
を
実
行
す
る
だ
け
の
財
源
や
人
員
に
乏
し
い
植
民
地
統
治
の
状
況
か
ら
、「
帝
国

医
療
」
と
し
て
も
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
に
は
歯
が
立
た
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
が
そ
の
後
、
砒
素
化
合
物
に
よ
ら
な
い
新
薬
を
開
発
す
る
の
は
、
皮

肉
に
も
そ
の
植
民
地
支
配
体
制
が
崩
壊
し
た
一
九
一
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。

ハ
ン
セ
ン
病

本
国
と
植
民
地
と

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
古
く
か
ら
「
ら
い
病
」
と
い
う
名
で
知
ら
れ
、
医
学
的
に
は
「
ら
い
菌
」
と
い
う
細
菌
に
感
染
す
る
こ
と
で
皮
疹
や
皮
膚

末
梢
神
経
に
障
害
が
出
る
感
染
症
で
あ
る
。
初
期
段
階
で
は
感
染
部
位
に
白
斑
や
赤
斑
が
見
ら
れ
、
進
行
す
る
と
皮
膚
の
損
傷
、
身
体
の
変
形
、

感
覚
障
害
、
骨
髄
炎
に
よ
る
手
足
の
指
の
喪
失
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
る
。
ら
い
菌
の
感
染
力
は
極
め
て
弱
く
、
ま
た
菌
自
体
に
毒
性
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
上
に
挙
げ
た
よ
う
な
外
形
的
特
徴
か
ら
、
古
代
以
来
「
天
罰
」
や
「
呪
い
」
に
よ
る
病
気
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
き
た⑳
。

こ
の
病
気
の
原
因
は
、
長
ら
く
遺
伝
や
腐
敗
物
の
摂
取
な
ど
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
代
に
入
る
ま
で
正
確
な
こ
と
は
分
か
ら
な

か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
十
字
軍
に
よ
る
混
乱
で
一
三
世
紀
に
大
流
行
を
見
る
も
の
の
、
北
欧
圏
を
除
い
て
一
六
世
紀
ま
で
に
は
消
滅
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
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し
か
し
、
北
欧
で
は
近
世
に
入
っ
て
も
感
染
者
が
後
を
絶
た
ず
、
一
九
世
紀
に
な
る
と
む
し
ろ
症
例
が
増
加
す
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
感

染
地
域
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
医
師
ア
ル
マ
ウ
ェ
ル
・
ハ
ン
セ
ン
が
、
こ
の
病
気
の
原
因
が
細
菌
に
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
た
。
一
八
七
三
年
、
ち
ょ

う
ど
細
菌
学
の
発
展
期
に
、
長
年
人
類
を
苦
し
め
て
き
た
病
気
の
感
染
プ
ロ
セ
ス
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
は
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
で
半
ば
「
風
土
病
」
と
化
し
て
い
た
こ
の
病
気
を
、
患
者
の
隔
離
に
よ
っ
て
劇
的
に
抑
え
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
業
績
は
ウ
イ
ル

ヒ
ョ
ー
や
コ
ッ
ホ
ら
、
ド
イ
ツ
の
医
学
者
た
ち
も
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た㉑
。

ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ー
や
コ
ッ
ホ
ら
が
ハ
ン
セ
ン
の
業
績
に
注
目
し
た
背
景
に
は
、
当
時
ド
イ
ツ
で
も
感
染
例
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
た
と
い
う
事

情
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
プ
ロ
イ
セ
ン
の
東
部
、
バ
ル
ト
海
に
面
し
た
港
湾
都
市
メ
ー
メ
ル
（
現
リ
ト
ア
ニ
ア
領
ク
ラ
イ
ペ
ダ
）
で
、
約
三
〇
人

の
患
者
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
危
機
感
を
も
っ
た
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ー
ら
が
呼
び
か
け
る
形
で
、
一
八
九
七
年
に
第
一
回
国
際
ハ
ン
セ
ン
病
会

議
が
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た㉒
。

会
議
の
中
で
コ
ッ
ホ
は
、
一
八
九
六
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
要
請
に
よ
り
視
察
し
た
メ
ー
メ
ル
の
様
子
を
報
告
し
た
。
コ
ッ
ホ
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
が
「
も
は
や
治
る
こ
と
の
な
い
伝
染
病
」
に
罹
患
し
て
お
り
、
早
急
な
隔
離
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
コ
ッ
ホ
の
発

言
が
、
会
議
の
流
れ
を
決
定
づ
け
た
。
会
議
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
の
対
策
を
模
範
と
し
、
患
者
は
法
律
に
よ
っ
て
隔
離
を
義
務
付
け
る
よ
う
当
局

に
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
の
で
あ
る㉓
。

政
治
の
側
も
迅
速
に
対
応
し
た
。
同
じ
一
八
九
七
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
出
た
場
合
、
住
民
に
自
治
体
や
警
察
へ
の

通
報
義
務
を
課
し
た
。
ま
た
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
新
た
に
学
校
閉
鎖
が
可
能
な
伝
染
病
に
指
定
し
、
患
者
家
族
の
子
ど
も
が
学
校
に
来
る
こ
と
を

禁
じ
た
。
さ
ら
に
翌
九
八
年
に
は
、
メ
ー
メ
ル
に
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
設
置
す
る
た
め
の
予
算
を
認
可
し
、
九
九
年
に
は
早
く
も
最
初
の
患

者
の
収
容
が
始
ま
っ
た㉔
。

メ
ー
メ
ル
の
療
養
所
そ
れ
自
体
は
、
患
者
を
厳
し
い
監
視
体
制
の
下
で
隔
離
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
の
療
養
所
の
様

子
を
伝
え
る
史
料
に
よ
る
と
、
こ
の
療
養
所
の
近
く
に
は
海
水
浴
場
や
農
村
も
あ
っ
た
。
ま
た
療
養
所
内
の
秩
序
を
乱
す
患
者
が
い
て
も
、
暴
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力
の
使
用
は
控
え
ら
れ
た㉕
。
患
者
に
対
す
る
世
話
は
、
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
慈
善
団
体
か
ら
派
遣
さ
れ
た
「
二
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

看
護
婦
」
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
食
事
は
コ
ス
ト
を
度
外
視
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
美
味
し
い
も
の
」
が
「
充
分
に
」
提
供
さ
れ
た㉖
。
ま
た
許
可
が

あ
れ
ば
、
日
曜
日
に
家
族
に
よ
る
面
会
や
、
ま
た
家
族
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
際
に
は
患
者
の
一
時
帰
宅
も
可
能
だ
っ
た㉗
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
記
述
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
患
者
は
「
ほ
と
ん
ど
が
貧
困
層
の
農
民
」
で
あ
り
、
彼
ら
の
療
養
所
の
費
用
は

「
プ
ロ
イ
セ
ン
な
い
し
は
当
該
自
治
体
の
負
担
で
」
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
も
病
棟
は
本
来
男
女
別
々
で
あ
っ
た
が
、「
女
性
患
者
の
数

が
常
に
男
性
の
約
二
倍
に
達
し
て
い
た
」
た
め
に
、
彼
女
た
ち
を
男
性
病
棟
に
収
容
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、「
そ
れ
は
し
ば

し
ば
不
健
全
な
事
態
に
発
展
し
た㉘
」
と
い
う
。

収
容
さ
れ
た
患
者
が
お
と
な
し
い
印
象
を
与
え
る
の
は
、
貧
し
い
彼
ら
が
療
養
所
か
ら
支
給
さ
れ
る
食
費
を
目
当
て
に
し
て
い
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
特
に
女
性
の
収
容
患
者
た
ち
は
、
療
養
所
で
「
男
性
患
者
の
目
」
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
不
安
な
毎
日
を
送
ら
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
肝
心
な
「
治
療
」
に
関
し
て
は
、「
見
る
べ
き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」。
サ
リ
チ
ル
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
ヨ
ー
デ
ィ
ピ
ン
は
「
こ
れ

と
い
っ
た
治
療
成
績
も
な
い
の
に
投
与
さ
れ
」、
日
本
で
も
治
療
薬
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
た
大
風
刺
油
も
、「
療
養
所
に
入
所
し
た
当
初
は
病

状
が
落
ち
着
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
苦
痛
を
和
ら
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
遅
か
れ
早
か
れ
症
状
は
再
び
進
行
し
、
死
に
至
る
こ
と
が
多

か
っ
た㉙
」
と
い
う
。
患
者
は
、
故
郷
に
近
い
と
こ
ろ
で
食
料
に
も
困
る
こ
と
な
く
生
活
し
て
い
た
が
、
治
癒
の
の
ち
退
所
す
る
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た㉚
。

そ
れ
で
も
メ
ー
メ
ル
の
療
養
所
が
機
能
し
た
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
「
幸
運
」
が
重
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
ず
感
染
地
と
療
養
所
が
比
較

的
近
く
、
患
者
と
そ
の
家
族
の
連
絡
が
う
ま
く
取
れ
て
い
た
こ
と
、
患
者
の
数
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
隔
離
を
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
流
の
「
衛
生
」
と
い
う
観
念
に
一
定
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
モ
デ
ル
を
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
に
そ

の
ま
ま
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ
っ
た
。

ベルリン・ハンブルク・そして「熱帯」（磯部）

197 (197)



ア
フ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
領
植
民
地
で
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
支
配
が
内
陸
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
多
数
発
見
さ
れ

た
。
東
ア
フ
リ
カ
で
は
、
内
陸
部
の
ニ
ア
サ
（
マ
ラ
ウ
イ
）
湖
の
北
岸
や
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
北
部
で
風
土
病
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
、
一
九

〇
一
年
ま
で
に
三
ヶ
所
の
「
収
容
所
（
Lager）」
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
ト
ー
ゴ
で
も
一
九
〇
〇
年
、
内
陸
部
で
患
者
一
〇
〇
人
が
見
つ
か
り
、

周
辺
地
域
と
合
わ
せ
た
総
患
者
数
は
千
人
に
上
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
首
都
ロ
メ
近
郊
に
収
容
所
が
設
け
ら
れ
、
二
〇
〇
名
の
患
者
を
隔

離
す
る
計
画
を
立
て
た
。
カ
メ
ル
ー
ン
の
総
督
府
は
一
九
〇
二
年
以
降
、
最
大
の
経
済
都
市
ド
ゥ
ア
ラ
で
二
五
人
の
患
者
が
見
つ
か
り
、
同
地

で
療
養
所
の
設
置
を
決
め
た㉛
。

ド
イ
ツ
領
植
民
地
に
お
い
て
も
当
初
の
計
画
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
メ
ー
メ
ル
で
の
例
に
倣
い
、
そ
し
て
コ
ッ
ホ
の
主
張
に
沿
う
形
で
、
収

容
所
に
患
者
を
一
括
し
て
隔
離
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
療
養
所
で
は
医
師
に
よ
る
定
期
検
査
が
行
な
わ
れ
、
検
査
や
隔
離
措

置
に
従
わ
な
い
住
民
に
対
し
て
は
、
駐
留
す
る
「
植
民
地
保
護
軍
」
に
よ
る
「
威
嚇
」
が
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
計
画
は
、

「
植
民
地
状
況
」
に
鑑
み
た
と
き
、
全
く
実
現
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

日
本
の
約
二
倍
半
の
面
積
を
持
つ
東
ア
フ
リ
カ
で
は
、
た
っ
た
三
ヶ
所
の
収
容
所
に
す
べ
て
の
患
者
を
収
容
し
た
。
そ
し
て
、
周
囲
に
は
有

刺
鉄
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
脱
走
し
よ
う
と
す
る
患
者
に
は
、
現
地
人
警
察
兵
（
ア
ス
カ
リ
）
が
目
を
光
ら
せ
た32
。
と
こ
ろ
が
、
多
忙
を
極
め

る
ド
イ
ツ
人
医
師
は
療
養
所
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
現
さ
ず
、
ま
た
患
者
の
「
出
自
」
を
ま
っ
た
く
考
慮
せ
ず
に
収
容
し
た
た
め
、
現
地
住
民
が
反

発
し
軽
症
患
者
の
逃
亡
が
相
次
い
だ
。

ま
も
な
く
こ
う
し
た
「
一
括
収
容
」
政
策
は
放
棄
さ
れ
、「
収
容
所
（
Lager）」
は
「
療
養
村
（
Lepradorf）」
へ
と
姿
を
変
え
る
こ
と
に
な

る
。
療
養
村
は
、
敷
地
内
に
農
村
を
再
現
し
た
病
棟
を
つ
く
り
、
患
者
を
出
自
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
そ
こ
に
住
ま
わ
せ
た
。
病
棟
に
隣

接
し
て
営
農
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
、「
家
に
い
る
と
き
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
」
で
居
住
で
き
る
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
た
。
収
穫
物
は
自
分
た

ち
の
食
料
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
余
剰
生
産
物
は
重
傷
患
者
へ
販
売
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
患
者
と
そ
の
家
族
が
希
望
す

る
と
、「
療
養
村
」
で
の
同
居
も
許
可
さ
れ
た
。
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こ
う
し
て
東
ア
フ
リ
カ
総
督
府
は
、
食
料
の
自
給
体
制
を
整
え
、
療
養
村
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
施

設
は
東
ア
フ
リ
カ
全
土
に
当
初
八
〜
九
ヶ
所
、
最
終
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
団
の
協
力
を
得
て
三
〇
ヶ
所
近
く
設
置
さ
れ
た33
。
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
団
は
患
者
を
「
治
療
（
監
視
）
の
対
象
」
で
は
な
く
「
神
の
救
済
の
対
象
（
し
る
し
）」
と
見
る
傾
向
が
強
く
、
強
制
的
隔
離
政
策
は
一
層

背
景
に
立
ち
退
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
療
養
村
へ
の
転
換
は
、
現
地
住
民
の
感
情
と
い
う
面
か
ら
も
、
施
設
の
運
営
コ
ス
ト
の
面
か
ら
も
利
点
が
大
き
く
、
ト
ー
ゴ
や
カ

メ
ル
ー
ン
で
も
同
様
の
動
き
を
見
せ
る
。
そ
の
監
視
は
緩
め
ら
れ
、
患
者
と
そ
の
家
族
は
比
較
的
自
由
に
故
郷
と
の
間
を
行
き
来
し
た
。
特
に
、

第
二
回
国
際
ハ
ン
セ
ン
病
会
議
（
ベ
ル
ゲ
ン
）
で
「
ら
い
菌
」
の
感
染
力
が
梅
毒
や
結
核
に
比
べ
て
弱
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
、
療
養
村
の

管
理
は
ま
す
ま
す
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た34
。

薬
剤
に
よ
る
治
療
は
、
メ
ー
メ
ル
同
様
ほ
と
ん
ど
何
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
本
国
と
同
様
、
薬
剤
に
は
主
に
大
風
刺
油
が
使
わ
れ

た
が
、
注
射
部
位
が
化
膿
す
る
な
ど
患
者
に
重
い
副
作
用
を
引
き
起
こ
し
た
。
ま
た
抗
生
物
質
の
一
種
ナ
ス
チ
ン
も
投
与
さ
れ
た
が
、
こ
ち
ら

も
副
作
用
で
患
者
が
死
亡
す
る
な
ど
散
々
な
治
療
成
績
だ
っ
た
。
当
然
こ
れ
は
現
地
住
民
の
大
き
な
反
発
を
呼
び
、
警
備
が
手
薄
な
こ
と
も
相

ま
っ
て
、
軽
症
の
患
者
が
療
養
村
を
飛
び
出
し
た
き
り
戻
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
薬
剤
治
療
に
光
明
が
差
す
の
は
、
一
九
四
〇
年

代
以
降
に
プ
ロ
ミ
ン
（
グ
ル
コ
ス
ル
ホ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る35
。

マ
ラ
リ
ア
・
眠
り
病
・
ハ
ン
セ
ン
病

「
失
敗
し
た
感
染
症
対
策
」
が
語
る
も
の

本
章
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
帝
国
医
療
」
の
諸
相
を
、
マ
ラ
リ
ア
、
眠
り
病
と
ハ
ン
セ
ン
病
を
例
に
概
観
し
た
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
、

細
菌
学
や
「
熱
帯
医
学
」
の
発
展
に
よ
り
原
因
や
感
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
、
あ
る
い
は
本
国
で
の
対
策
が
ま
ず
ま
ず
の
成
功
を
収
め
た

の
で
、
近
い
将
来
に
植
民
地
で
も
そ
の
撲
滅
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
「
文
明
」
に
よ
っ
て
、「
不
健
康
な
熱
帯
」
を
「
健
康
な
植
民
地
」

に
つ
く
り
変
え
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
限
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
列
強
は
、
そ
れ
ゆ
え
競
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っ
て
そ
の
研
究
体
制
を
整
え
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
疾
病
対
策
に
お
い
て
、「
帝
国
医
療
」
は
そ
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
植
民
地
の
予
算
が

様
々
な
制
約
を
受
け
る
な
か
、
感
染
症
対
策
に
割
く
こ
と
が
で
き
る
人
員
や
財
源
が
充
分
確
保
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
。
し
か

し
、「
帝
国
医
療
」
の
失
敗
は
、
た
だ
予
算
と
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
さ
え
す
れ
ば
解
決
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
増

や
せ
ば
成
功
し
た
の
か
。「
熱
帯
」
の
感
染
症
対
策
の
失
敗
は
、
む
し
ろ
「
帝
国
医
療
」
が
依
拠
す
る
近
代
細
菌
学
の
根
本
的
な
認
識
の
方
法
、

い
わ
ば
学
と
し
て
の
構
造
的
な
問
題
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
章
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

細
菌
学
は
、
確
か
に
「
病
因
論
」
の
分
野
で
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。
一
九
世
紀
後
半
以
降
、
医
学
は
上
に
挙
げ
た
三
つ
の
疾
病
に
つ
い

て
、「
な
ぜ
そ
の
症
状
が
起
き
る
の
か
」、「
ど
う
す
れ
ば
罹
患
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
明
確
な
解
答
を
与
え
た
。「
病
」

の
問
題
を
、
原
因
と
な
る
微
生
物
に
還
元
し
て
い
く
手
法
、
つ
ま
り
目
の
前
に
い
る
患
者
の
身
体
を
、「
個
人
」
と
し
て
の
属
性
か
ら
切
り
離

し
、「
病
原
体
に
感
染
し
て
い
る
か
否
か
」
と
い
う
基
準
に
従
っ
て
分
類
す
る
方
法
が
成
功
を
収
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
人
類
は
、「
ミ
ア

ス
マ
説
」
で
は
到
底
解
明
で
き
な
か
っ
た
感
染
症
の
罹
患
プ
ロ
セ
ス
を
突
き
と
め
た
。

し
か
し
眠
り
病
や
ハ
ン
セ
ン
病
の
場
合
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、「
原
因
」
が
分
か
っ
て
も
、
そ
れ
を
人
体
か
ら
「
除
去
」
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
多
く
の
場
合
、
人
体
に
侵
入
し
た
微
小
生
物
を
す
ば
や
く
人
工
的
に
除
去
し
な
け
れ
ば
、
患
者
は
深
刻
な
状
態
に
陥

る
。
そ
こ
で
薬
剤
開
発
の
出
番
で
あ
る
。
細
菌
学
は
微
小
生
物
を
化
学
的
に
患
者
の
体
内
か
ら
除
去
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
か
し
薬
剤
の

効
果
は
往
々
に
し
て
未
知
数
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ど
う
し
て
も
「
臨
床
実
験
」
が
避
け
ら
れ
な
い
。
結
果
的
に
、
患
者
に
は
効
果
が
よ
く
分

か
ら
な
い
薬
剤
が
投
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
帝
国
医
療
」
は
、
こ
う
し
た
薬
剤
を
、
ま
さ
に
「
支
配
／
被
支
配
」
の
権
力
関
係
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
「
植
民
地
状
況
」
の
な
か
で
使

用
し
た
。
そ
れ
は
植
民
者
が
軍
事
的
、
技
術
的
に
優
位
な
立
場
を
利
用
し
て
、
現
地
住
民
を
危
険
な
「
人
体
実
験
」
に
巻
き
込
む
こ
と
を
意
味

し
た
。
も
ち
ろ
ん
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
植
民
地
統
治
の
弱
点
を
突
く
形
で
、
体
力
の
あ
る
患
者
は
そ
こ
か
ら
逃
げ
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
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も
し
れ
な
い
。
し
か
し
重
症
患
者
は
次
第
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
薬
害
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し
て
い
く
。

そ
う
し
た
「
人
体
実
験
」
の
あ
り
よ
う
は
、
細
菌
学
に
お
け
る
患
者
の
「
身
体
（
性
）
の
忘
却
」
と
い
う
問
題
に
目
を
向
け
る
よ
う
、
我
々

を
促
す
。
当
時
の
細
菌
学
に
お
い
て
は
、「
微
生
物
を
狩
る
こ
と
」
は
「
微
生
物
を
宿
す
人
体
を
狩
る
こ
と
」
と
同
義
で
あ
る
。
そ
の
と
き
現

地
住
民
の
「
身
体
」
は
、
個
別
具
体
的
な
「
生
き
ら
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
か
ら
引
き
剝
が
さ
れ
、
実
験
室
で
番
号
を
振
ら
れ
標
本
の
よ
う
に

分
類
さ
れ
る
だ
け
の
「
モ
ノ
」
へ
と
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
ま
さ
に
人
間
の
「
身
体
」
は
「
病
原
体
」
と
交
換
可
能
な
「
記
号
」
へ
と
貶
め
ら

れ
る36
。
し
ば
し
ば
植
民
地
で
現
地
住
民
の
都
合
を
無
視
し
た
「
強
制
隔
離
」
の
議
論
が
な
さ
れ
る
背
景
に
は
、
細
菌
学
の
こ
う
し
た
認
識
方
法

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

細
菌
学
の
営
み
は
、
具
体
的
で
か
つ
「
生
き
ら
れ
た
」
身
体
を
、
ま
る
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
よ
う
に
、「
病
原
体
が
な
い
（
0
）」
／
「
病

原
体
が
あ
る
（
1
）」
と
い
う
二
項
対
立
の
う
ち
に
分
類
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
そ
の
人
が
何
者
か
」
で
は
な
く
「
そ
の
人
は
病
原
体
を

持
っ
て
い
る
か
否
か
」
だ
け
が
問
題
に
な
る
。
そ
し
て
「
す
べ
て
の
」「（
1
）」
は
「（
0
）」
に
な
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。「
す
べ
て
の
」
患

者
の
治
療
、「
す
べ
て
の
」
病
原
体
の
除
去
、
あ
る
い
は
「
す
べ
て
の
」
中
間
宿
主
の
駆
除
…
細
菌
学
は
、
想
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
す
べ

て
」
完
了
し
な
い
限
り
、「
成
功
」
と
は
見
な
さ
な
い
。
マ
ラ
リ
ア
に
お
け
る
「
キ
ニ
ー
ネ
」
治
療
が
失
敗
し
、
眠
り
病
の
除
草
伐
採
作
業
が

失
敗
し
た
原
因
は
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
不
徹
底
さ
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
不
徹
底
さ
を
容
認
し
よ
う
と

し
な
い
細
菌
学
の
考
え
方
、
方
法
論
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

実
は
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
細
菌
学
的
な
認
識
方
法
に
不
満
を
抱
く
医
学
者
が
出
始
め
て
い
た37
。
次
章
で
見
る
よ
う
に
、

彼
ら
は
病
気
の
問
題
を
、
人
間
の
身
体
の
「
具
体
性
」
の
う
ち
に
捉
え
直
そ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
は
身
体
を
特
定
の
環
境
の
産
物
と
捉
え
、
同

じ
環
境
下
に
あ
る
身
体
の
「
集
合
体
」
＝
「
人
種
」
ご
と
に
感
染
症
の
罹
患
リ
ス
ク
を
見
極
め
よ
う
と
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
、
コ
ッ

ホ
が
拒
絶
し
た
「
人
種
」
と
い
う
要
素
を
、
再
び
感
染
症
の
問
題
系
の
中
で
取
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

人
類
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
は
ず
だ
っ
た
細
菌
学
は
、
当
初
の
期
待
と
は
裏
腹
に
「
帝
国
医
療
」
と
し
て
は
思
う
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る
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こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
は
第
一
次
世
界
大
戦
で
敗
北
し
、
海
外
領
土
の
す
べ
て
を
失
う
。「
支
配
の
ツ
ー
ル
」
と
し
て
の

「
熱
帯
医
学
」
は
、
そ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
喪
失
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
が
「
熱
帯
医
学
」
の
営
み
や
、「
帝

国
医
療
の
担
い
手
」
と
い
う
自
己
認
識
を
や
め
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
時
代
、
ナ
チ
時
代
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
の
医
学

者
が
抱
く
「
熱
帯
病
」
へ
の
関
心
は
決
し
て
な
く
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
次
章
で
は
戦
間
期
の
ド
イ
ツ
で
「
熱
帯
医

学
」
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
医
学
者
の
経
歴
を
、
簡
単
で
は
あ
る
が
追
う
こ
と
に
し
よ
う
。

①

マ
ラ
リ
ア
研
究
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
脇
村
孝
平
「
ア
ノ
フ
ェ

レ
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー

植
民
地
統
治
下
の
マ
ラ

リ
ア
防
遏

イ
ン
ド
と
台
湾
」（
見
市
・
斎
藤
・
脇
村
・
飯
島
（
編
）『
疾
病
・
開

発
・
帝
国
医
療
』
一
八
五
-
二
一
二
頁
と
く
に
一
八
七
、
一
八
九
頁
以
下
）。
飯

島
『
マ
ラ
リ
ア
と
帝
国

植
民
地
医
学
と
東
ア
ジ
ア
の
広
域
秩
序
』
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
三
四
頁
。
ピ
エ
ー
ル
・
ダ
ル
モ
ン
『
人
と
細
菌
』
四
三

五
-
四
三
九
頁

②

D
avies,M
.,Public
H
ealth
and
Colonialism
:
T
he
Case
of
G
erm
an

N
ew
G
uinea
1884-1914,W
iesbaden
2002,p.52,59.ち
な
み
に
ノ
ホ
ト

が
提
案
し
た
キ
ニ
ー
ネ
の
予
防
内
服
は
「
成
人
一
日
塩
酸
キ
ニ
ー
ネ
一
グ
ラ
ム
を

最
初
の
三
日
間
服
用
し
、
次
い
で
三
日
休
み
、
さ
ら
に
三
日
服
用
、
そ
の
後
、
三

日
間
の
服
用
を
継
続
し
、
休
み
を
延
長
し
て
七
日
に
な
っ
た
と
き
に
や
め
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
」（
飯
島
『
マ
ラ
リ
ア
と
帝
国
』
三
四
頁
）。

③

Eckart,
M
edizin
und
K
olonialim
perialism
us,
S.120-121.
D
avies,

Public
H
ealth,pp.56-57
な
お
エ
ッ
カ
ー
ト
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
植
民
地
全

体
で
は
さ
ら
に
状
況
は
困
難
を
極
め
て
い
た
。
つ
ま
り
医
師
総
数
一
三
九
名
に
対

し
、
植
民
地
人
口
は
千
四
百
万
で
医
師
一
人
当
た
り
一
〇
万
人
を
診
察
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
計
算
に
な
る
。

④

引
用
は
D
avies,Publich
H
ealth,pp.58-59.

⑤

一
八
八
六
〜
一
九
一
四
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
カ
イ
ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

ラ
ン
ト
で
は
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
死
者
は
七
四
人
に
達
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
死
因

の
五
七
％
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
に
お
い
て
も
、
犠
牲
者
は
四

四
人
で
全
死
因
の
二
一
％
に
達
し
て
い
る
。
D
avies,
Public
H
ealth,
pp.

56-57.

⑥

D
avies,Public
H
ealth,p.180.マ
ラ
リ
ア
は
原
虫
の
種
類
に
よ
っ
て
、
四

種
類
（
熱
帯
熱
・
三
日
熱
・
四
日
熱
・
卵
型
マ
ラ
リ
ア
）
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の

う
ち
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア
は
、
急
性
症
状
を
示
し
発
熱
の
周
期
も
一
定
し
な
い
。
三

日
熱
・
四
日
熱
・
卵
型
マ
ラ
リ
ア
は
体
内
に
長
期
間
潜
伏
し
、
数
ヶ
月
〜
数
年
後

に
再
発
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
し
ば
し
ば
慢
性
化
す
る
こ
と
も
あ
る
。
詳
細
は

エ
ー
ザ
イ
Ｈ
Ｐ
「
顧
み
ら
れ
な
い
熱
帯
病
と
三
大
感
染
症
に
つ
い
て
」
を
参
照

（
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
日
現
在
）。

⑦

D
eutsche
K
olonialgesellschaft
(H
g.),
K
leiner
D
eutscher

K
olonialatlas,Berlin
1899.

⑧

脇
村
「
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」
二
〇

五
頁
。

⑨

磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
一
六
二
頁
。

⑩

ロ
ナ
ル
ド
・
ロ
ス
が
提
唱
し
た
こ
の
方
法
は
、
同
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド

に
お
い
て
も
試
み
ら
れ
た
も
の
の
、
効
果
に
疑
問
が
あ
る
と
し
て
や
は
り
断
念
さ
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れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
脇
村
「
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
・
フ
ァ
ク

タ
ー
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
」
一
九
二
-
一
九
五
頁
。

⑪

山
内
一
也
・
北
潔
『〈
眠
り
病
〉
は
眠
ら
な
い

日
本
発
！
ア
フ
リ
カ
を
救

う
新
薬
（
岩
波
科
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
1
4
0
）』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
一

頁
以
下
。
磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
六
頁
以
下
。

⑫

山
内
・
北
『〈
眠
り
病
〉
は
眠
ら
な
い
』
一
五
頁
以
下
。
見
市
「
病
気
と
医
療

の
世
界
史
」
五
-
六
頁
。
ま
た
こ
の
病
気
が
投
げ
か
け
る
歴
史
的
な
問
題
を
概
観

し
た
も
の
し
て
以
下
を
参
照
。
見
市
雅
俊
「
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
史
研
究
序
説
」

『
史
潮
』
三
八
（
一
九
九
六
年
）、
四
一
-
五
三
頁
。

⑬

山
内
・
北
『〈
眠
り
病
〉
は
眠
ら
な
い
』
三
二
頁
以
下
。

⑭

磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
一
九
-
二
一
頁
。

⑮

磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
一
九
-
二
一
頁
。

⑯

磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
四
二
頁
以
下
お
よ
び
六
〇

頁
。

⑰

磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
五
三
、
一
一
五
頁
。

⑱

磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
四
五
、
六
三
、
六
八
、
七

二
、
一
一
五
、
一
一
六
、
二
〇
二
頁
。

⑲

磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
七
七
、
八
三
頁
、
一
二
九

-
一
三
四
頁
、
一
六
七
頁
以
下
。

⑳

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。
神
美
知
宏
・
藤
野
豊
・
牧
野
正
直

『
知
っ
て
い
ま
す
か
？
ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権

一
問
一
答
（
第
三
版
）』
解
放

出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。
ま
た
日
本
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
差
別
の
歴
史
に

つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
澤
野
雅
樹
『
癩
者
の
生

文
明
開
化
の
条
件
と
し

て
の
』（
青
弓
社
、
一
九
九
四
年
）、
畑
谷
史
代
『
差
別
と
ハ
ン
セ
ン
病

「
柊

の
垣
根
」
は
い
ま
も
』（
平
凡
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
六
年
）、
藤
野
豊
『
ハ
ン
セ

ン
病
と
戦
後
民
主
主
義

な
ぜ
隔
離
は
強
化
さ
れ
た
の
か
』（
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
六
年
）、
無
ら
い
県
運
動
研
究
会
（
編
）『
ハ
ン
セ
ン
病
絶
対
隔
離
政
策
と
日

本
社
会

無
ら
い
県
運
動
の
研
究
』（
六
花
出
版
、
二
〇
一
四
年
）、
藤
野
豊

『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
医
療

ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
実
証
的
研
究
』（
岩
波

オ
ン
デ
マ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
五
年
）、
田
中
等
『
ハ
ン
セ
ン
病
の
社
会
史

日
本
「
近
代
」
の
解
体
の
た
め
に
』（
彩
流
社
、
二
〇
一
七
年
）、
な
ど
。

㉑

H
arlfinger,
S.,
D
ie
G
eschichte
der
Lepraarbeit
in
O
stafrika:
ein

V
ergleich
der
E
ntw
icklung
in
T
anzania,
U
ganda,
und
K
enya

(Inaugural-D
issertation
der
m
edizinischen
Fakultät
der
U
niversität

B
onn
2012),
S.
21f.
B
echler,
R.
G.,
L
eprabekäm
pfung
und

Zw
angsisolierung
im
ausgehenden
19.
und
frühen
20,
Jahrhundert:

W
issenschaftliche
D
iskussion
und
institutionelle
Praxis
(Inaugural-

D
issertation
der
philosophischen
Fakultät
der
U
niversität
W
ürzburg

2009),S.8,

㉒

K
och,R.,D
ie
Lepra-Erkrankungen
im
K
reise
M
em
el,in
Schw
arbe,

J.
(H
g.),
G
esam
m
elte
W
erke
von
R
obert
K
och,
Leipzig
1912,
S.

670-680,hier
S.671.

㉓

K
och,D
ie
Lepra-Erkrankungen
im
K
reise
M
em
el,S.674.

㉔

K
irchner,
M
.,
D
ie
in
D
eutschland
und
den
deutschen

Schutzgebieten
seit
1897
ergriffenen
Schutzm
aßregeln
gegen
die

Lepra
(Bericht,erstattet
auf
der
II.Internationalen
Leprakonferenz

in
Bergen
1909),in:K
linisches
Jahrbuch
22
(1909),S.1-28,hier
S.2,.

㉕

K
irchner,D
ie
in
D
eutschland
und
den
deutschen
Schutzgebieten

seit
1897
ergriffenen
Schutzm
aßregeln,S.19.

㉖

K
irchner,D
ie
in
D
eutschland
und
den
deutschen
Schutzgebieten

seit
1897
ergriffenen
Schutzm
aßregeln,S.18-19.

㉗

K
irchner,D
ie
in
D
eutschland
und
den
deutschen
Schutzgebieten

seit
1897
ergriffenen
Schutzm
aßregeln,S.16..

㉘

K
irchner,D
ie
in
D
eutschland
und
den
deutschen
Schutzgebieten

ベルリン・ハンブルク・そして「熱帯」（磯部）

203 (203)



seit
1897
ergriffenen
Schutzm
aßregeln,S.18-19.な
お
、
一
九
〇
八
年
末

に
お
け
る
収
容
人
数
は
合
計
で
一
五
人
だ
っ
た
。

㉙

K
irchner,D
ie
in
D
eutschland
und
den
deutschen
Schutzgebieten

seit
1897
ergriffenen
Schutzm
aßregeln,S.20.

㉚

一
九
〇
九
年
の
段
階
で
、「
治
癒
」
と
認
め
ら
れ
療
養
所
を
出
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
わ
ず
か
二
人
だ
っ
た
。
K
irchner,
D
ie
in
D
eutschland
und
den

deutschen
Schutzgebieten
seit
1897
ergriffenen
Schutzm
aßregeln,S.

20.

㉛

Eckart,M
edizin
und
K
olonialim
perialism
us,S.152f,208f,319.な
お

ド
イ
ツ
領
南
西
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
一
九
〇
四
〜
〇
八
年
に
か
け
て
発
生
し

た
現
地
住
民
に
よ
る
大
規
模
反
乱
（
ヘ
レ
ロ
・
ナ
マ
戦
争
）
の
た
め
、
統
計
資
料

が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
ヘ
レ
ロ
・
ナ
マ
戦
争
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

永
原
陽
子
「
ナ
ミ
ビ
ア
の
植
民
地
戦
争
と
『
植
民
地
責
任
』

ヘ
レ
ロ
に
よ
る

補
償
要
求
を
め
ぐ
っ
て
」
永
原
陽
子
（
編
）『「
植
民
地
責
任
」
論

脱
植
民
地

化
の
比
較
史
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
二
一
八
-
二
四
八
頁
と
く
に
二
二
一

-
二
二
八
頁
。

32

Eckart,M
edizin
und
K
olonialim
perialism
us,S.322f.「
ア
ス
カ
リ
」

に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』

二
七
二
頁
註
(21
)

33

Eckart,M
edizin
und
K
olonialim
perialism
us,S.324,326.エ
ッ
カ
ー

ト
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
領
東
ア
フ
リ
カ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
双

方
が
積
極
的
に
「
医
療
宣
教
（
ärztliche
M
ission）」
を
展
開
し
た
。
各
宣
教

団
は
医
師
を
現
地
に
派
遣
し
、
医
療
を
介
し
て
「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
「
近
代

（
医
）
科
学
」
と
い
う
二
つ
の
「
福
音
」
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た

「
医
療
宣
教
」
で
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
に
関
与
し
た
主
な
宣
教
団
は
以
下
の
通
り
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
「
ベ
ー
テ
ル
宣
教
団
（
Bethel
M
ission）」、「
ベ
ル
リ

ン
宣
教
会
（
Berliner
M
issionsgesellschaft）」、「
ヘ
レ
ン
フ
ー
ト
同
胞
協
会

（
H
errnhuter
Brüdergem
einde）」
な
ど
。
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
「
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
会
宣
教
団
（
Benediktiner
M
issionare）」
な
ど
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

以
下
を
参
照
。
Eckart,M
edizin
und
K
olonialim
perialism
us,S.329-336.

34

Eckart,M
edizin
und
K
olonialim
perialism
us,
S.156f,213f.

35

神
・
藤
野
・
牧
野
（
著
）『
知
っ
て
い
ま
す
か
？
ハ
ン
セ
ン
病
と
人
権

一

問
一
答
』
一
九
頁
。

36

こ
の
問
題
を
「
有
機
農
業
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
、
最
終
的
に
「
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
」
と
の
関
連
性
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
以
下
を
参
照
。
藤
原
辰
史
『
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
有
機
農
業

「
自
然
と
の
共
生
」
が
生
ん
だ
「
民
族
の
絶

滅
」』
柏
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。

37

病
気
の
原
因
を
専
ら
「
微
生
物
」
に
帰
着
さ
せ
る
細
菌
学
の
方
法
は
、
当
時
各

方
面
か
ら
批
判
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
特
に
コ
ッ
ホ
が
感
染
症
研
究
の
基
本
と
し
て

確
立
さ
せ
た
「
四
原
則
」
の
最
後
の
条
件
（「
培
養
し
た
病
原
菌
を
感
受
性
の
あ

る
別
の
個
体
に
接
種
す
る
と
、
同
じ
病
変
を
起
こ
す
こ
と
が
可
能
」）
に
合
致
し

な
い
事
例
が
相
次
い
で
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
体
の
免
疫
機
能
に
関

わ
る
こ
と
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
結
核
菌
に
対
す
る
感
受
性
は
、
個
体
の
体
質
や
栄

養
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
一
定
で
は
な
く
、
同
じ
「
保
菌
者
」
で
も
発
症
す
る
場
合

と
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
。
結
核
菌
の
発
見
者
コ
ッ
ホ
は
、
こ
れ
を
あ
く
ま
で

「
変
則
的
事
象
」
と
考
え
た
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
の
ち
に
コ
レ
ラ
や
ジ
フ
テ
リ
ア

腸
チ
フ
ス
で
も
同
様
の
事
例
が
見
つ
か
る
。
い
わ
ば
「
症
状
な
き
保
菌
者
」
の
存

在
は
、
感
染
症
に
お
い
て
む
し
ろ
普
通
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以

下
を
参
照
。
村
上
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
ド
イ
ツ
の
反
結
核
啓
蒙
運
動
」
九
五
頁
。
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第
三
章

「
植
民
地
な
き
帝
国
医
療
」

医
学
者
た
ち
の
「
植
民
地
経
験
」
と
そ
の
後

「
バ
イ
エ
ル
二
〇
五
」
と
「
植
民
地
修
正
主
義
」

ク
ラ
イ
ネ
の
ア
フ
リ
カ

一
九
一
六
年
、
ド
イ
ツ
の
製
薬
会
社
バ
イ
エ
ル
は
、
眠
り
病
の
新
薬
開
発
に
成
功
し
た
。
こ
の
薬
剤
は
従
来
の
も
の
と
は
異
な
り
、
砒
素
化

合
物
を
含
ま
な
い
た
め
、
失
明
や
内
臓
機
能
の
低
下
と
い
っ
た
副
作
用
の
リ
ス
ク
が
大
幅
に
低
減
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
そ
の
薬
効
を
確

か
め
る
た
め
に
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
臨
床
試
験
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
ド
イ
ツ
領
植
民
地
の
大
半
は
、

す
で
に
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
手
に
落
ち
て
い
た
。
ド
イ
ツ
は
、
自
国
民
の
ア
フ
リ
カ
渡
航
を
実
現
す
る
べ
く
イ
ギ
リ
ス
と
交
渉
を
重
ね
た
。

交
渉
は
難
航
が
予
想
さ
れ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
最
終
的
に
学
術
研
究
の
目
的
に
限
り
、
ロ
ー
デ
シ
ア
へ
の
ド
イ
ツ
人
の
上
陸
を
許
可
し
た①
。

こ
の
学
術
調
査
を
指
揮
し
た
の
が
、
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
研
究
所
（
王
立
プ
ロ
イ
セ
ン
感
染
症
研
究
所
か
ら
改
称
）
の
実
験
部
門
長
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
・
カ
ー
ル
・
ク
ラ
イ
ネ
（
一
八
六
九
-
一
九
五
一
）
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ネ
は
、
一
九
〇
六
〜
〇
七
年
に
コ
ッ
ホ
の
眠
り
病
調
査
旅
行
に
随
行

し
て
東
ア
フ
リ
カ
に
赴
い
た
の
ち
、
陸
軍
衛
生
将
校
と
し
て
当
地
の
眠
り
病
対
策
を
指
揮
し
た
経
験
を
持
つ②
。
彼
は
こ
う
し
た
経
歴
か
ら
、
ド

イ
ツ
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
的
に
も
眠
り
病
研
究
の
第
一
人
者
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

ク
ラ
イ
ネ
は
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
出
発
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
、
ロ
ー
デ
シ
ア
、
さ
ら
に
は
ベ
ル
ギ
ー
領
コ
ン
ゴ
を
訪
れ
、

各
地
で
眠
り
病
患
者
に
新
薬
を
投
与
し
た
。
そ
の
効
果
は
抜
群
だ
っ
た
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
患
者
の
血
中
か
ら
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
が
消
え
た
の
で

あ
る
。
評
判
を
聞
き
つ
け
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
は
、
急
遽
ク
ラ
イ
ネ
の
一
行
を
自
国
領
植
民
地
で
あ
る
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ポ
ー
島
（
現
ビ
オ

コ
島
）
に
寄
港
さ
せ
、
臨
床
実
験
を
要
請
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た③
。

ク
ラ
イ
ネ
は
こ
れ
以
降
繰
り
返
し
ア
フ
リ
カ
を
訪
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
締
結
さ
れ
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
は
、
旧
植
民
地
へ
の

ド
イ
ツ
人
の
立
ち
入
り
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
が
、
ク
ラ
イ
ネ
は
そ
の
高
い
医
学
的
見
識
か
ら
、
戦
勝
国
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
か
ら
特
別
な
扱
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い
を
受
け
て
い
た
。
ま
ず
一
九
二
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
省
は
、
新
た
に
国
際
連
盟
保
健
機
関
の
傘
下
に
設
置
さ
れ
る
国
際
眠
り
病
委
員
会

の
準
備
会
合
に
ク
ラ
イ
ネ
を
招
待
し
た
。
彼
は
翌
二
六
年
に
委
員
会
の
調
査
旅
行
に
同
行
し
て
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
（
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
領
植
民
地
で
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
イ
ギ
リ
ス
領
東
ア
フ
リ
カ
の
一
部
と
な
る
）
を
訪
問
し
て
い
る④
。

ま
た
一
九
二
九
〜
三
〇
年
、
三
四
〜
三
五
年
に
は
、
ド
イ
ツ
学
術
扶
助
会
、
お
よ
び
現
地
で
活
動
す
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
団
（「
白
い
神
父

団
」）
の
委
託
を
受
け
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
に
赴
い
た
。
翌
三
六
年
に
は
、
オ
ン
ダ
ー
ス
テ
ッ
ポ
ー
ト
獣
医
研
究
所
の
招
き
で
プ
レ
ト
リ
ア
に
滞
在

し
、
家
畜
伝
染
病
で
あ
る
口
蹄
病
や
、
ウ
シ
や
ス
イ
ギ
ュ
ウ
が
感
染
す
る
「
東
沿
岸
熱
」
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
だ⑤
。

い
ず
れ
の
学
術
旅
行
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
国
内
外
の
反
ド
イ
ツ
世
論
に
配
慮
し
、
表
立
っ
た
支
援
を
控
え
た
。
し
か
し
ク
ラ
イ

ネ
は
、
す
で
に
第
一
次
世
界
大
戦
前
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
疾
病
当
局
者
と
親
密
な
関
係
を
築
い
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
彼
の
ア
フ
リ
カ
渡
航
を
可

能
に
し
た
。
特
に
一
九
二
〇
年
代
前
半
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の
ク
ラ
イ
ネ
が
ア
フ
リ
カ
に
上
陸
で
き
た
の
は
、
眠
り
病
で
大
き
な
功
績
を
あ
げ
、

大
戦
中
に
イ
ギ
リ
ス
王
立
熱
帯
医
学
会
会
長
の
任
に
あ
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ブ
ル
ー
ス
の
協
力
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い⑥
。

ク
ラ
イ
ネ
と
イ
ギ
リ
ス
医
療
関
係
者
と
の
良
好
な
関
係
を
考
え
る
上
で
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
ク
ラ
イ
ネ
が
ド
イ
ツ
で
高
ま
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
安
易
に
迎
合
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
で
海
外
領
土
の
す
べ
て

を
奪
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
高
ま
り
、
先
述
の
「
バ
イ
エ
ル
二
〇
五
」
を
外
交
交
渉
の
道
具
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
ド
イ
ツ
に
植
民
地
を
返
還
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
ア
フ
リ
カ
へ
の
新
薬
の
提
供
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、「
植
民
地
修
正
主
義
」

の
台
頭
で
あ
る⑦
。

植
民
地
団
体
な
ど
の
圧
力
も
あ
り
、「
バ
イ
エ
ル
二
〇
五
」
は
ド
イ
ツ
の
製
品
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、「
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ン

（
Germ
anin）」
と
改
称
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
ク
ラ
イ
ネ
は
、
た
と
え
ド
イ
ツ
が
新
薬
の
供
給
を
止
め
て
も
、
近
い
将
来
イ
ギ
リ
ス
は
類
似
薬

の
開
発
に
こ
ぎ
着
け
る
だ
ろ
う
と
述
べ
、「
植
民
地
修
正
主
義
」
に
反
対
し
た
。
そ
し
て
こ
の
戦
略
は
結
局
、「
協
調
外
交
」
を
掲
げ
る
ワ
イ

マ
ー
ル
共
和
国
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た⑧
。
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ク
ラ
イ
ネ
は
、
コ
ッ
ホ
の
眠
り
病
対
策
を
間
近
で
観
察
し
、
そ
の
後
も
コ
ッ
ホ
の
「
忠
実
な
弟
子
」
で
あ
り
続
け
た
。
眠
り
病
対
策
に
お
い

て
も
、
彼
は
「
師
匠
」
の
細
菌
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
感
染
地
域
と
経
路
を
特
定
し
、
患
者
の
血
液

を
採
取
、
そ
し
て
顕
微
鏡
で
病
原
体
を
見
つ
け
て
は
そ
の
種
類
を
特
定
す
る
。
患
者
に
は
「
バ
イ
エ
ル
二
〇
五
」
を
投
与
し
経
過
を
観
察
す
る
。

そ
し
て
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
に
広
が
る
河
川
敷
や
湖
岸
に
お
け
る
除
草
伐
採
作
業
の
様
子
を
見
学
し
、
必
要
な
助
言
を
与
え
る
…
彼
は
、
同
時
代
の

多
く
の
医
学
者
が
そ
の
誘
惑
に
駆
ら
れ
た
よ
う
に
、
自
ら
の
研
究
に
人
種
概
念
や
人
種
主
義
的
主
張
を
持
ち
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た⑨
。

確
か
に
、
一
九
三
三
年
に
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
ク
ラ
イ
ネ
は
こ
れ
に
協
力
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
し
て
そ
の
見
返
り
と
し
て
、

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
研
究
所
所
長
の
ポ
ス
ト
が
用
意
さ
れ
、
彼
は
一
九
四
五
年
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た⑩
。
し
か
し
、
ク
ラ
イ
ネ
が
極
端
な

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
表
明
し
た
り
、
医
学
的
、
形
質
人
類
学
的
に
「
人
種
」
の
問
題
を
論
じ
た
り
し
た
形
跡
は
な
い⑪
。

彼
が
ア
フ
リ
カ
に
築
い
た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
争
が
勃
発
す
る
直
前
（
一
九
三
八
〜

三
九
年
）
ま
で
、
彼
は
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ポ
ー
島
を
訪
れ
、
眠
り
病
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
大
戦
勃

発
後
は
ド
イ
ツ
に
戻
る
が
、
終
戦
を
迎
え
、「
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
研
究
所
」
再
建
の
目
途
が
立
っ
た
後
、
か
つ
て
の
人
脈
を
つ
た
っ
て

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
移
住
、
そ
の
地
で
生
涯
を
終
え
た
。
ま
さ
に
「
国
際
人
ク
ラ
イ
ネ
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
晩
年
で
あ
っ
た⑫
。

感
染
症
と
「
人
種
」

エ
ル
ン
ス
ト
・
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
「
植
民
地
経
験
」

ク
ラ
イ
ネ
が
、
コ
ッ
ホ
の
打
ち
立
て
た
細
菌
学
の
方
法
に
最
後
ま
で
忠
実
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
エ
ル
ン
ス
ト
・
ロ
ー
デ

ン
ヴ
ァ
ル
ト
（
一
八
七
八
-
一
九
六
五
）
は
、
そ
の
細
菌
学
に
限
界
を
感
じ
、
感
染
症
研
究
に
新
し
い
方
法
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
医
学
者
だ

っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
医
学
を
修
め
、
軍
医
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
は
、
ノ
ホ
ト
が
所
長
を
務
め
る
船
舶
・

熱
帯
病
研
究
所
で
研
鑽
を
積
ん
だ
の
ち
、
一
九
一
〇
年
か
ら
約
四
年
間
、
総
督
府
医
師
と
し
て
ト
ー
ゴ
植
民
地
に
赴
任
し
た
。
そ
の
後
、
第
一

次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
る
と
陸
軍
衛
生
顧
問
と
し
て
同
盟
国
ト
ル
コ
の
陸
軍
第
五
師
団
に
派
遣
さ
れ
、
小
ア
ジ
ア
に
展
開
し
た
兵
士
の
健
康
状
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態
を
監
視
し
た
。
当
地
で
は
マ
ラ
リ
ア
、
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
な
ど
の
感
染
症
が
蔓
延
し
、
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
も
盛
ん
に
衛
生
政
策
を
進
言
し

た
が
、
医
薬
品
の
不
足
に
苦
し
め
ら
れ
て
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
戦
終
結
後
の
一
九
一
九
年
、
マ
ラ
リ
ア
に
関
す
る
研
究
で

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
教
授
資
格
論
文
を
提
出
。
一
九
二
一
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
植
民
地
の
総
督
府
医
師
と
し

て
、
ジ
ャ
ワ
島
な
ど
で
マ
ラ
リ
ア
対
策
及
び
調
査
研
究
に
あ
た
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
で
多
く
の
植
民
地
医
た
ち
が
ド
イ
ツ
本
国
へ

帰
還
す
る
中
、
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
も
ク
ラ
イ
ネ
同
様
、
そ
の
活
動
の
拠
点
は
海
外
に
あ
っ
た⑬
。

ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
は
、
コ
ッ
ホ
の
打
ち
立
て
た
細
菌
学
の
手
法
が
、
専
ら
マ
ラ
リ
ア
原
虫
の
み
に
着
目
し
、
患
者
や
患
者
を
取
り
巻
く
環

境
を
考
慮
に
入
れ
な
い
こ
と
に
批
判
的
だ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
領
植
民
地
で
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
が
着
手
し
た
の
は
、
中
間
宿
主
で
あ
る
ア
ノ
フ

ェ
レ
ス
蚊
の
研
究
だ
っ
た
。
植
民
地
の
各
地
を
訪
れ
、
蚊
を
採
集
し
て
生
物
学
的
に
分
類
、
そ
の
種
類
ご
と
に
ヒ
ト
へ
の
感
染
リ
ス
ク
を
見
極

め
よ
う
と
し
た
。
そ
の
成
果
は
『
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊⑭
』
と
い
う
著
作
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

続
い
て
彼
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
患
者
の
身
体
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
の
問
題
だ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
は
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。「
マ
ラ
リ
ア
の
疫
学
は
、
病
原
体
と
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
に
よ
っ
て
い
つ
も
説
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
感
染
に
晒
さ
れ
て

い
る
住
民
の
経
済
的
、
疾
病
学
的
な
生
活
条
件
が
重
要
で
あ
る⑮
。」
彼
の
関
心
に
あ
っ
た
の
は
、
病
気
が
発
生
す
る
具
体
的
な
「
場
」
の
条
件

と
、
そ
こ
に
生
き
る
「
人
間
」
の
社
会
的
、
生
物
学
的
な
特
性
と
の
相
関
関
係
で
あ
る
。
と
り
わ
け
彼
を
魅
了
し
た
の
は
、
特
定
の
環
境
下
に
、

特
定
の
生
物
学
的
特
徴
を
持
っ
た
人
間
＝
「
人
種
」
が
生
ま
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。「
人
種
」
と
疾
病
と
の
関
係
。
こ
れ
が
植
民
地

で
の
生
活
を
終
え
ド
イ
ツ
に
戻
っ
た
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
研
究
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。

帰
国
後
の
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
は
、
細
菌
学
的
手
法
か
ら
の
決
別
を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
。
一
九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
、
三
七
年
に
第
二
版

を
重
ね
た
『
衛
生
学
・
伝
染
病
学
入
門
』
の
中
で
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
は
、
特
に
マ
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。「
ロ
ー
ベ
ル
ト
・

コ
ッ
ホ
の
、
単
純
化
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
強
力
な
モ
ッ
ト
ー
は
、
寄
生
生
物
﹇
マ
ラ
リ
ア
原
虫
：
著
者
註
﹈
の
生
活
環
の
連
鎖
の
一
部
を
解
明
し

さ
え
す
れ
ば
良
い

そ
こ
で
は
寄
生
虫
保
持
者
す
べ
て
に
キ
ニ
ー
ネ
を
投
与
し
無
害
化
す
る

と
い
う
も
の
だ
が
、
何
年
に
も
わ
た
り
労

208 (208)



力
と
金
銭
を
惜
し
む
こ
と
な
く
費
や
し
て
対
策
を
行
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た⑯
。」

そ
こ
で
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
は
、
新
た
に
「
地
（
理
）
医
学
（
Geom
edizin）」
な
る
概
念
を
提
唱
す
る
。
そ
れ
は
彼
に
よ
る
と
決
し
て
新
し

い
学
問
分
野
で
は
な
く
、「
過
去
・
現
在
・
未
来
に
お
け
る
病
原
体
の
歴
史
生
物
学
に
お
い
て
、
諸
現
象
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
の
も
の

の
見
方
、
方
法⑰
」
で
あ
る
。
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
に
よ
る
と
、
そ
の
基
本
的
概
念
は
カ
ー
ル
・
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
「
地
政
学
」
に
多
く
を

負
っ
て
い
る
。
曰
く
そ
の
「
地
政
学
」
は
、
既
存
の
「
政
治
地
理
学
（
politische
Geographie）」
と
は
異
な
り
、
国
家
が
支
配
す
る
空
間
を

「
所
与
の
も
の
」
で
は
な
く
、
国
家
間
相
互
の
協
力
や
闘
争
の
結
果
生
成
さ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
と
考
え
た
。
同
様
に
「
地
理
医
学
」

も
、
従
来
の
「
医
学
地
理
学
（
m
edizinische
Geographie）」
の
よ
う
に
定
常
的
、
静
的
な
疾
病
地
図
の
作
成
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
病

気
の
蔓
延
を
人
的
移
動
や
他
の
病
気
と
の
影
響
関
係
に
お
い
て
常
に
変
動
す
る
も
の
と
考
え
、
そ
の
動
的
性
格
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
を
目

指
す⑱
。
こ
う
し
た
分
析
手
法
が
あ
っ
て
初
め
て
、
医
学
は
「
国
家
指
導
者
に
、
目
下
差
し
迫
っ
た
健
康
上
の
脅
威
に
注
意
を
促
す
こ
と
が
で
き
、

そ
の
対
策
は
国
内
的
、
国
際
的
に
大
変
重
要
な
国
家
政
策
の
手
段
と
な
る⑲
」。

ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、「
感
染
症
の
時
代
」
に
お
け
る
政
策
科
学
と
し
て
の
「
地
理
医
学
」
の
役
割
に
期
待
を
寄
せ
た
。

こ
こ
に
彼
の
ナ
チ
体
制
へ
の
迎
合
ぶ
り
が
見
て
取
れ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
成
立
に
よ
り
、
い
ま
や
「
血
と
土
の
法
則
の
結
び

つ
き
が
我
々
の
政
治
的
思
考
の
基
礎
」
に
な
っ
た⑳
。
領
土
が
拡
張
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
人
は
「
故
郷
の
外
で
、
慣
れ
な
い
土
地
で
、
異
な
る

人
種
に
囲
ま
れ
な
が
ら
」
生
き
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
地
理
医
学
」
お
よ
び
「
熱
帯
衛
生
学
」
の
役
割
は
、
新
し
い
領
土

で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
有
利
な
条
件
で
生
活
で
き
る
よ
う
な
前
提
を
作
る
こ
と
」
で
あ
る㉑
。
こ
う
し
て
、
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
「
地
政
学
」

同
様
、
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
「
地
理
医
学
」
も
、「
変
動
」
や
「
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
と
い
っ
た
概
念
を
用
い
る
こ
と
で
、「
人
種
」
概
念
に
学

問
的
な
お
墨
付
き
を
与
え
、
さ
ら
に
は
ナ
チ
の
対
外
侵
略
を
も
正
当
化
し
た㉒
。

こ
う
し
た
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
主
張
か
ら
わ
か
る
の
は
、
か
つ
て
コ
ッ
ホ
が
拒
絶
し
た
「
気
候
順
化
」
の
問
題
が
、
ナ
チ
体
制
下
の
ド
イ

ツ
に
お
け
る
「
熱
帯
医
学
」
で
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
先
祖
返
り
」
は
一
方
で
、「
す
べ
て
の
疾
患
の
原

ベルリン・ハンブルク・そして「熱帯」（磯部）
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因
を
細
菌
に
帰
す
る
よ
う
な
誤
っ
た
医
学
の
趨
勢
の
時
代㉓
」
に
対
す
る
反
動
だ
っ
た
が
、
他
方
で
極
端
な
人
種
主
義
政
策
や
対
外
膨
張
政
策
を

掲
げ
る
ナ
チ
体
制
に
と
っ
て
も
好
都
合
だ
っ
た
。
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
も
こ
う
し
た
「
時
流
」
に
乗
る
こ
と
で
、
自
ら
の
社
会
的
地
位
を
高
め

た
。
一
九
三
五
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
衛
生
学
の
教
授
に
就
任
し
た
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
は
、
大
学
で
主
に
人
種
衛
生
学
の
科
目
を
担

当
し
、
講
壇
か
ら
厳
格
な
人
種
隔
離
政
策
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
党
に
忠
誠
を
誓
う
「
信
仰
告
白
」

だ
っ
た
。

戦
後
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
は
、
ナ
チ
ズ
ム
と
の
関
係
を
問
題
視
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
政
当
局
に
よ
り
、
一
切
の
教
職
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
し
か

し
一
九
四
八
年
に
は
無
罪
放
免
と
な
り
、
そ
の
後
は
ド
イ
ツ
外
務
省
の
開
発
援
助
政
策
の
顧
問
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
向
け
医
療
援
助
の
在
り
方

に
つ
い
て
政
策
的
な
提
言
を
行
な
う
よ
う
に
な
る㉔
。
ナ
チ
時
代
に
掲
げ
た
「
人
種
主
義
思
想
家
」
と
い
う
看
板
は
、
戦
後
「
ア
フ
リ
カ
専
門

家
」
の
そ
れ
に
す
げ
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
彼
の
生
涯
は
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
」
と
「
ナ
チ
ズ

ム
」
と
い
う
二
つ
の
「
過
去
の
克
服㉕
」
の
問
題
に
も
、
暗
い
影
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

客
体
化
さ
れ
る
「
身
体
」

ク
ラ
イ
ネ
と
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
に
お
け
る
「
患
者
の
忘
却
」

本
章
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
「
熱
帯
医
学
」
の
歩
み
を
、
ク
ラ
イ
ネ
と
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
と
い
う
二
人
の
医
学
者
に
焦
点
を
当
て

て
概
観
し
た
。
両
者
と
も
、
コ
ッ
ホ
の
打
ち
立
て
た
細
菌
学
か
ら
影
響
を
受
け
つ
つ
、
ド
イ
ツ
領
植
民
地
に
お
け
る
「
熱
帯
病
」
の
撲
滅
を
目

指
し
て
ア
フ
リ
カ
に
渡
っ
た
。
二
人
の
そ
の
後
の
経
歴
に
お
い
て
、
こ
の
「
植
民
地
経
験
」
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦

の
敗
北
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
「
熱
帯
医
学
」
の
専
門
家
の
多
く
は
そ
の
活
動
場
所
を
失
う
。
し
か
し
こ
の
二
人
は
植
民
地
に
お
け
る
業
績
が
認

め
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
代
も
引
き
続
き
海
外
に
研
究
拠
点
を
置
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
彼
ら
は
植
民
地
に
お
け
る
業
績
を
礎

に
、
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
開
拓
し
た
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
植
民
地
後
」
に
お
け
る
二
人
の
細
菌
学
に
対
す
る
態
度
は
対
照
的
だ
っ
た
。
ク
ラ
イ
ネ
が
、
細
菌
学
の
手
法
に
よ
り
一
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層
沈
潜
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
限
界
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
は
細
菌
学
が
見
過
ご
し
て
き
た
問
題
、
と
り

わ
け
病
原
体
を
宿
す
「
身
体
」
に
着
目
し
、
中
間
宿
主
や
ヒ
ト
の
具
体
的
な
「
状
態
」
を
知
る
こ
と
で
、
細
菌
学
の
「
微
生
物
還
元
主
義
」
を

乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
マ
ラ
リ
ア
の
問
題
に
取
り
組
む
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
や
人
間

を
「
種
」
に
分
類
し
、
そ
し
て
そ
の
「
種
」
が
、
特
定
の
「
環
境
」
の
中
で
病
原
体
に
ど
う
反
応
す
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

彼
の
提
唱
す
る
「
地
理
医
学
」
は
、
そ
う
し
た
「
種
」
と
「
環
境
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
細
菌
学
が
極
端
な
「
微
生
物
還
元
主
義
」
を
取
る
と
き
、
患
者
の
身
体
は
「
病
原
菌
を
持
っ
て
い
る
／
持
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
静
的
な
二
項
対
立
の
な
か
で
分
類
さ
れ
、
記
号
化
さ
れ
る
。
恐
ら
く
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
細
菌
学
批
判
の
中
に
も
、
こ
う
し

た
こ
と
へ
の
批
判
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
彼
の
「
地
理
医
学
」
は
患
者
の
身
体
に
個
別
性
、
固
有
性
を
取
り
戻
す
こ
と
に

な
る
の
か
。
答
え
は
否
で
あ
る
。
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
も
ま
た
、
人
間
の
身
体
を
「
人
種
」
と
い
う
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
概
念
に
閉
じ
込
め
て
し

ま
う
と
い
う
轍
を
踏
ん
だ
。「
人
種
」
を
「
所
与
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
し
て
実
体
化
し
、
そ
こ
に
個
々
の
人
間
を
類
型
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ

う
し
た
、「
分
類
」
と
い
う
名
の
科
学
性
を
装
っ
た
人
種
主
義
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
結
末
を
も
た
ら
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ

ィ
ッ
ツ
で
何
が
起
き
た
の
か
を
考
え
れ
ば
明
ら
か
だ
ろ
う
。

患
者
を
疾
病
に
よ
っ
て
分
類
し
、
診
断
を
下
す
こ
と
が
近
代
医
学
の
営
み
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
「
生
き
ら
れ
た
文
脈
」
を
も
つ
患
者
の
身

体
と
の
間
に
生
じ
る
齟
齬
の
問
題
は
、
今
日
で
も
完
全
に
は
解
決
し
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
の
「
熱
帯
医
療
」
の
歴
史
を
見
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
、

現
代
の
医
療
に
お
け
る
「
身
体
（
患
者
）
の
忘
却
」
と
い
う
、
ま
さ
に
古
く
て
新
し
い
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

①

磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
二
三
〇
頁
以
下
。

②

磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
七
八
頁
。

③

こ
の
調
査
旅
行
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
Jakobi,
E.,
Schlafkrankheit

und
G
erm
anin:
D
eutsche
tropenm
edizinische
Forschung
in
den

afrikanischen
K
olonien
und
ihre
politische
Instrum
entalisierung
im

K
olonialrevisionism
us,D
uisburg
2011,S.104.

④

た
だ
し
フ
ラ
ン
ス
の
対
ド
イ
ツ
不
信
感
は
容
易
に
払
拭
さ
れ
ず
、
ク
ラ
イ
ネ
は

フ
ラ
ン
ス
が
ホ
ス
ト
国
を
務
め
た
「
国
際
眠
り
病
委
員
会
」
第
二
回
会
合
（
一
九

二
八
年
）
へ
の
参
加
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
N
eill,N
etw
orks
in
T
ropical

M
edicine,p.195.）。「
国
際
連
盟
保
健
機
関
」
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
以
下

ベルリン・ハンブルク・そして「熱帯」（磯部）
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を
参
照
。
安
田
佳
代
『
国
際
政
治
の
中
の
国
際
保
健
事
業

国
際
連
盟
保
健
機

関
か
ら
世
界
保
健
機
関
、
ユ
ニ
セ
フ
へ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
二

六
頁
以
下
。

⑤

K
leine
F.K
.,E
in
deutscher
T
ropenarzt,H
annover
1949.S.21f,148.

⑥

N
eill,N
etw
orks
in
T
ropical
M
edicine,p.195.ブ
ル
ー
ス
は
、「
バ
イ
エ

ル
二
〇
五
」
の
製
造
元
バ
イ
エ
ル
社
の
照
会
に
対
し
、「
ド
イ
ツ
人
で
あ
れ
、
イ

ギ
リ
ス
人
で
あ
れ
科
学
上
必
要
な
助
言
は
行
な
っ
て
ゆ
く
」
と
回
答
し
、
ク
ラ
イ

ネ
の
渡
航
を
支
持
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠

り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
二
三
三
頁
。

⑦

「
植
民
地
修
正
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
磯
部
『
マ
ー
ジ
ナ
ル
・

コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
』
か
ら
『
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
計
画
』
へ

ド
イ
ツ
に
お
け
る
植

民
地
の
記
憶
（
一
八
八
四
-
一
九
四
五
）」。

⑧

磯
部
『
ア
フ
リ
カ
眠
り
病
と
ド
イ
ツ
植
民
地
主
義
』
二
四
〇
頁
。

⑨

K
leine,E
in
deutscher
T
ropenarzt,S.93-160.

⑩

H
inz-W
essels,D
as
R
obert
K
och-Institut,S.119.

⑪

た
だ
し
ク
ラ
イ
ネ
も
、
当
時
一
般
的
に
流
布
し
て
い
た
、
ア
フ
リ
カ
現
地
住
民

に
対
す
る
差
別
意
識
は
共
有
し
て
い
た
。
つ
ま
り
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
湖
沿
岸
に
住
む

人
々
が
行
な
う
宗
教
的
な
儀
式
を
「
迷
信
」、「
未
開
」
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る

（
K
leine,Ein
deutscher
T
ropenarzt,S.134.）。

⑫

ク
ラ
イ
ネ
の
晩
年
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
K
leine,
E
in
deutscher

T
ropenarzt,S.22.

⑬

ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。

Rodenw
aldt,Ernst
Robert
K
arl,in
D
eutsche
Biographie
（
二
〇
一
九

年
九
月
二
〇
日
現
在
）。
彼
の
ト
ル
コ
滞
在
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。

Rodenw
aldt,E.,Seuchenkäm
pfe:
Bericht
des
beratenden
H
ygienikers

der
V
.
kaiserlich-osm
anischen
A
rm
ee,H
eidelberg
1921.

⑭

Sw
ellengrebel,
N
.
H
.
/
Rodenw
aldt,
E.,
D
ie
A
nophelen
von

N
iederländisch-O
stindien,Jena
1932
(3.A
ufl.).

⑮

Sw
ellengrebel
/
Rodenw
aldt,D
ie
A
nophelen,
S.8.

⑯

Zeiss,
H
.
/
Rodenw
aldt,
E.,
E
inführung
in
die
H
ygiene
und

Seuchenlehre,Stuttgart
1937,S.220.

⑰

Zeiss
/
Rodenw
aldt,E
inführung
in
die
H
ygiene
und
Seuchenlehre,

S.99

⑱

Zeiss
/
Rodenw
aldt,E
inführung
in
die
H
ygiene
und
Seuchenlehre,

S.99-100.

⑲

Zeiss
/
Rodenw
aldt,E
inführung
in
die
H
ygiene
und
Seuchenlehre,

S.98

⑳

Zeiss
/
Rodenw
aldt,E
inführung
in
die
H
ygiene
und
Seuchenlehre,

S.99

㉑

Rodenw
aldt,E.,T
ropenhygiene,Stuttgart
1941,S.IX
.

㉒

た
だ
し
ナ
チ
体
制
下
に
お
け
る
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
微
妙
な
立
場
（
彼
の
妻

は
ユ
ダ
ヤ
系
だ
っ
た
）
は
充
分
考
慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
以
下
を
参
照
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
Ｗ
・
シ
ュ
パ
ン
グ
（
高
木
彰
彦
訳
）

「
カ
ー
ル
・
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー
と
ド
イ
ツ
の
地
政
学
」『
空
間
・
社
会
・
地
理

思
想
』
二
二
号
（
二
〇
一
九
年
）、
二
九
-
四
三
頁
。

㉓

渡
部
幹
夫
「
臨
床
医
学
教
育
と
疾
病
構
造
の
変
化

日
本
の
結
核
史
と
結
核

教
育
史
」
酒
井
建
雄
（
編
）『
医
学
教
育
の
歴
史

古
今
と
東
西
』
法
政
大
学

出
版
局
、
二
〇
一
九
年
、
四
八
三
-
五
三
〇
頁
と
く
に
四
八
六
頁
。

㉔

Rodenw
aldt,Ernst
Robert
K
arl,in
D
eutsche
Biographie.

㉕

戦
後
（
西
）
ド
イ
ツ
で
、「
ナ
チ
ズ
ム
の
過
去
」
に
比
べ
「
植
民
地
の
過
去
」

と
の
取
り
組
み
が
極
め
て
不
充
分
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
磯

部
裕
幸
「
植
民
地
支
配
の
記
憶

想
起
と
抑
圧
そ
し
て
忘
却
」
石
田
勇
治
・
福

永
美
和
子
（
編
）『
現
代
ド
イ
ツ
へ
の
視
座

歴
史
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
1
：
想

起
の
文
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
一
四
五
-
一
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六
二
頁
。

終

わ

り

に

本
稿
で
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
熱
帯
医
学
」
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
細
菌
学
の
知

見
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
ま
た
批
判
さ
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
き
た
。
コ
ッ
ホ
や
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
が
華
々
し
く
活
躍
し
た
一
九
世
紀
後
半

か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
、
顕
微
鏡
を
用
い
て
病
原
菌
を
特
定
す
る
細
菌
学
的
手
法
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
ミ
ア
ス
マ
説
」
に
代
わ
る
人
類
の
健
康

増
進
の
切
り
札
と
し
て
、
大
き
な
関
心
と
期
待
が
集
ま
っ
て
い
た
。
お
り
し
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
は
、
当
時
世
界
中
で
植
民
地
政
策
を
展
開
し

て
い
た
。
自
分
た
ち
が
住
む
「
温
帯
」
と
は
異
な
る
「
熱
帯
」
世
界
に
、
彼
ら
は
か
つ
て
な
い
規
模
で
進
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
高
温
多
湿

の
「
熱
帯
」、「
病
気
の
宝
庫
」
と
し
て
の
「
熱
帯
」
に
住
む
「
白
人
」
の
健
康
を
守
り
、
あ
わ
せ
て
植
民
地
の
現
地
住
民
を
「
病
」
と
い
う
災

禍
か
ら
救
う
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
「
文
明
化
の
使
命
」
の
名
の
下
で
、
帝
国
主
義
的
な
領
土
分
割
を
正
当
化
す
る
論
理
だ
っ
た
。

し
か
し
、
細
菌
学
の
知
見
が
「
帝
国
医
療
」
の
文
脈
で
実
地
に
応
用
さ
れ
る
と
、
当
初
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
細
菌
学
は
基
本
的
に
「
病
原
体
」
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
そ
の
撲
滅
を
志
向
す
る
。
し
か
し
本
国
の
何
倍
も
の
面
積
や
人
口
を
持

つ
植
民
地
で
は
、
予
算
や
人
員
の
関
係
か
ら
対
策
は
後
手
に
回
っ
た
。
ま
た
病
原
体
を
撃
退
す
る
薬
剤
開
発
が
遅
れ
、
感
染
症
の
制
圧
が
で
き

な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
が
重
な
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
さ
し
か
か
る
頃
に
な
る
と
、
細
菌
学
の
方
法
に
疑
問
を
抱
く
医
学
者
も
出
て
き
た
。
ク
ラ

イ
ネ
の
よ
う
に
、
最
後
ま
で
コ
ッ
ホ
の
や
り
方
に
忠
実
な
者
も
い
た
一
方
、
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
よ
う
に
疾
病
問
題
の
本
質
を
病
原
体
で
は

な
く
、（
中
間
宿
主
に
せ
よ
、
人
間
せ
よ
）
そ
れ
を
宿
し
て
い
る
「
身
体
」
の
特
性
に
見
る
者
も
現
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
医
学
者
は
、
し

ば
し
ば
不
変
の
「
身
体
的
特
性
」
と
し
て
の
「（
人
）
種
」
の
存
在
を
前
提
と
し
た
。

そ
れ
は
同
時
に
、
細
菌
学
が
前
提
と
す
る
一
種
の
「
普
遍
主
義
」、
す
な
わ
ち
「
個
々
の
病
気
は
世
界
中
ど
こ
で
も
同
じ
」
で
あ
り
、「
人
類

ベルリン・ハンブルク・そして「熱帯」（磯部）
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は
み
な
生
物
学
的
に
は
同
一
で
あ
り
、
科
学
は
ど
こ
で
も
応
用
で
き
る
」
と
い
う
前
提①
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
医
学
者
た
ち
が
離
反
し
始
め
た
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
ロ
ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ト
の
「
地
理
医
学
」
で
は
、
人
間
は
決
し
て
ア
ト
ム
化
さ
れ
均
質
化
し
た
存
在
と
し
て
は
描
か
れ
な

い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
生
ま
れ
育
っ
た
個
別
特
殊
な
「
場
」、
す
な
わ
ち
「
土
」
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
た
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ

「
場
」
に
育
っ
た
も
の
を
結
び
付
け
る
紐
帯
こ
そ
が
、「
人
種
」
す
な
わ
ち
「
血
」
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
Ｗ
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
は
、
世
界
恐
慌
（
一
九
二
九
年
）
後
の
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
体
制
を
比
較
し
た
著
書

の
中
で
、
一
九
三
〇
年
代
は
「
国
家
が
『
金
本
位
制
の
代
替
物
』
と
な
っ
た
」
時
代
だ
と
評
し
た②
。
つ
ま
り
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
の
自
由

な
移
動
を
基
調
と
す
る
資
本
主
義
的
価
値
観
が
崩
壊
し
、
代
わ
っ
て
経
済
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
代
表
さ
れ
る
国
家
統
制
の
時
代
が
訪
れ
た
の
で
あ

る
。
国
家
は
、
経
済
活
動
も
含
め
た
人
々
の
生
活
全
般
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
「
空
間
」
を
確
保
す
る
こ
と
で
、「
自
由
放
任
」
政
策
が
招

い
た
災
禍
か
ら
彼
ら
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
こ
に
住
む
人
々
は
も
は
や
「
根
な
し
草
」
の
よ
う
に
放
浪
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
ず
、「
国
民
」
と
し
て
一
体
化
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
彼
ら
「
国
民
」
が
住
む
土
地
は
、
他
所
と
は
交
換
不
可
能
な
「
か

け
が
え
の
な
い
」
も
の
と
な
る③
。

本
稿
の
冒
頭
で
指
摘
し
た
通
り
、
細
菌
学
は
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
の
か
つ
て
な
い
移
動
が
み
ら
れ
た
時
代
に
誕
生
し
た
。
そ
う
だ
と
す

れ
ば
、
そ
の
資
本
主
義
的
価
値
観
が
揺
ら
ぐ
時
代
に
あ
っ
て
は
、
細
菌
学
に
基
づ
い
た
疾
病
理
解
も
ま
た
、
修
正
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

①

引
用
は
以
下
の
通
り
。
見
市
「
病
気
と
医
療
の
世
界
史
」
九
頁
。
ま
た
本
稿
の

序
章
も
参
照
の
こ
と
。

②

Ｗ
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
（
小
野
清
美
・
原
田
和
美
訳
）『
三
つ
の
新
体
制

フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ナ
チ
ズ
ム
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
五
年
、
九
五
頁
。

③

シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
『
三
つ
の
新
体
制
』、
九
三
-
九
七
頁
。

（
秀
明
大
学
学
校
教
師
学
部
准
教
授
）
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opposed him in the huolan debate, was appointed chancellor.

In this fashion, behind the huolan debate were a number of issues that had

embroiled Chinese traditional physicians at the time. The debate itself was

not settled, but the trumping of the debate by Shen bao, which was a

representative daily in Shanghai at the time, appears to have made Chinese

traditional physicians conscious of the situation in which the world of

Chinese traditional medicine was placed, disseminated the issue to the wider

society, as well as having had some significance in the development of the

study of huolan itself. Therefore, the activities of traditional Chinese

physicians during the huolan epidemic of 1926 in Shanghai, which at first

glance seem to have been merely an internal struggle, cannot be dismissed

as having been solely composed of negative elements.

Key Words ; Shanghai, Cholera, Huoluan, Traditional Chinese physician,

Zhang Bing lin

Berlin, Hamburg und die „Tropen“: Überlegungen zu einer kleinen

Geschichte der deutschen „Imerialmedizin“

by

ISOBE Hiroyuki

In der vorliegenden Arbeit geht es vor allem darum, den historischen

Sachverhalt der Entstehung sowie der Institutionalisierung der deutschen

„Tropenmedizin“ oder der im Rahmen des deutschen Kolonialismus bzw.

Expansionismus entfalteten „ Imperialmedizin “ seit dem Ende des 19.

Jahrhunderts darzustellen und darüber hinaus zu erörtern, wie sich die

deutschen Mediziner vor dem Zweiten Weltkrieg nicht nur in ihrem

Heimatland, sondern auch in den ehemaligen Kolonien mit der Bekämpfung

der Infektionskrankheiten beschäftigten.

Dank des technischen Fortschrittes der Mikroskopie entwickelte sich die

moderne Bakteriologie um die vorletzte Jahrhundertwende sehr rasch zu

einer selbständigen medizinischen Disziplin. Deren wissenschaftliche

Methode, die Ursache der Krankheiten, unabhängig von den

Umweltmechanismen, in denen sich die Kranken befanden, aber auch von

deren körperlichen Eigenschaften, die man oft als „ Rassenmerkmale “
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betrachtete, ausschließlich auf winzige Krankheitserreger (Mikroben,

Bakterien oder Viren) zurückzuführen, ermöglichte den Medizinern Europas

die Vereinfachung der Erkrankungsprozesse und auch eine deutliche

gesundheitspolitische Zielsetzung vor allem in den überseeischen Kolonien,

wo sich die Deutschen täglich einem „ungewohnten Klima“ ausgesetzt und

mit „fremden Rassen“ konfrontiert sahen.

Dies führte dazu, dass die Kolonialärzte Deutschlands, dem prominenten

Wegbereiter der „Mikrobenjagd“ Robert Koch (1843-1910) folgend, sowohl die

bis zu jener Zeit vorherrschende „ Miasmentheorie “, wobei man davon

ausgeht, dass die Verbreitung der Krankheit der „ üblen Luft (Miasma) “

zuzuschreiben sei, als auch den biologisch-medizinischen Rassismus, der die

Anpassungsfähigkeit oder sogar die Überlebenschance der „weißen Rasse“ in

den Tropen in Frage stellte, abzulehnen versuchten. Die Bakteriologen

waren der Ansicht, eine komplette Beseitigung aller „Tropenkrankheiten“ sei

nicht unmöglich, falls es ihnen gelinge, die Krankheitserreger sowie die

richtigen Arzneimittel herauszufinden. Dies sei ein „ Segen der

(europäischen) Zivilisation“, der den „Weißen“ aber auch den „Farbigen“ in

den Kolonien erteilt werden solle. Es war gerade 1900, dass das „Institut für

Schiffs- und Tropenkrankheiten “ in Hamburg eröffnet wurde, und damit

spielte die Hansestadt neben Berlin, wo Koch sein Institut besaß, für die

Erforschung der Infektionskrankheiten eine wesentliche Rolle spielte.

Anders als erwartet war jedoch die deutsche „Tropenmedizin“ nicht in der

Lage, gegen alle Infektionskrankheiten eine entscheidende Wirkung zu

zeigen. Sie konnte z.B. bei der Bekämpfung der tropischen Malaria zwar

schon in der deutschen Kolonialzeit (1884-1918/19) die Erkrankungs- sowie

Ansteckungsprozesse, aber auch die Behandlungsmethode mit Chinin

aufklären, doch die gesundheitspolitischen Maßnahmen gegen diese

Krankheit schlug wegen des Finanzmangels fehl. Oder die Schlafkrankheit

(afrikanische Trypanosomiasis) schädigte trotz wiederholter

gesundheitspolitischer Eingriffe der Kolonialverwaltung ins Alltagsleben der

Afrikaner immer weiter deren Gesundheit, denn der Versuch, Wirkungstoffe

gegen die Krankheit herzustellen, war stets ohne Erfolg. Letztlich blieb den

Medizinern hinsichtlich der einheimischen Leprakranken keine andere Wahl

übrig, als sie von ihrer Familie zu isolieren, was selbstverständlich ihre

Empörung hervorrief und deswegen bald eingestellt wurde.

Wegen des Verlustes im Ersten Weltkrieg und des darauffolgenden

Abschlusses des Versailler Friedensvertrags kam die deutsche

Kolonialherrschaft zu einem plötzlichen Ende. Dies bedeutete jedoch nicht
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etwa einen Stillstand der tropenmedizinischen Forschungen des Landes; das

Pharmaunternehmen Bayer hatte schon während des Krieges ein neues,

arsenfreies Arzneimittel gegen Schlafkrankheit („Bayer 205“) hergestellt, und

wegen der positiven Behandlungsergebnisse ein großes Interesse im Kreis

der internationalen Ärzteschaft erweckte. Um die Heilungskraft des „Bayer

205 “ klinisch zu bestätigen, erteilte sogar Großbritannien den deutschen

„Tropenmedizinern“ schon in den 1920er Jahren die Aufenthaltserlaubnis in

den afrikanischen Gebieten, die einst zum Deutschen Kaiserreich gehört

hatten, aber deren Betreten den alten „Kolonialherrn“ nach dem Krieg strikt

untersagt war.

Unter denjenigen Ärzten, die in der Zwischenkriegszeit Afrika bereisen

durften, ist der ehemalige Stabsarzt Friedrich Karl Kleine (1869-1951) zu

nennen: Als Nachfolger Robert Kochs übernahm Kleine die Bekämpfung der

Schlafkrankheit in Deutsch-Ostafrika. Dank seiner Karriere als Kolonialarzt

hatte er enge Konnexionen mit den britischen Medizinern, was ihm

ermöglichte, sich mit der Erforschung der Trypanosomenkrankheit weiter

bis zum Vorabend des Zweiten Weltkriegs in Afrika zu beschäftigen und

nach dessen Beendigung nach Kapstadt umzusiedeln.

Während Kleine den mikrobiologischen Prinzipien Robert Kochs eher treu

blieb, nahm der ehemalige Kolonialarzt Ernst Rodenwaldt (1878-1965)

angesichts der obengenannten Grenze der modernen Bakteriologie frühzeitig

davon Abstand, die Ursache der Krankheit nur in deren Erregern zu suchen.

Stattdessen bemühte er sich darum, das Auftreten der

Krankheitserscheinungen auf die körperliche Beschaffenheit der Erkrankten

zu beziehen. Er behauptete, dass die Empfindlichkeit gegen die eine oder

andere Infektionskrankheit in einem engen Zusammenhang mit den

„rassischen Eigenschaften“ einzelner Körper stehe. Auf diese Weise brachte

Rodenwaldt die von Koch weggelassene Problematik der „Menschenrasse“

nochmals in den Bereich der modernen Bakteriologie, was ihm 1935 den Weg

zur Professur für Rassenhygiene an der Universität Heidelberg bahnte. Sein

Konzept „Geomedizin“, die, durch die „Geopolitik“ Karl Haushofers inspiriert,

die Verbreitung oder das Ausbleiben der Infektionskrankheiten als Kampf

unter Menschen verschiedener „Rassen “ zu betrachten versuchte, wurde

vom Nationalsozialismus zum Zweck der Rechtfertigung seiner

Expansionspolitik ausgenutzt.

Aus der oben ausgeführten Geschichte der deutschen Tropenmedizin geht

hervor, dass die Kolonialerbe Deutschlands auch in der nachkolonialen Zeit

eine nicht kleine Bedeutung besaß, obwohl sich die deutschen Historiker mit
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ihr nicht genug auseinandersetzen wollen. In diesem Sinne ist die koloniale

Vergangenheit auch heute noch zu bewältigen.

Key Words ; Germany, tropical medicine, colonialism, bacteriology, miasma theory

Emergency Transportation Characteristics of Patients with

Gastrointestinal Bleeding of Areal Groups in Osaka City

by

KIMURA Yoshinari

Emergency medical cases whose nature cannot be immediately identified

by a medical institution receiving a patient have been reported nationwide,

and are becoming a social problem. This paper clarified differences based on

geographic area in transportation characteristics of patients with

gastrointestinal bleeding that were difficult to identify in Osaka city, and

examined measures to enable smooth ambulance transport of patients to

hospitals. The study used a spatial analysis unit called “emergency service

area by nearest neighbor interpolation”, devised to examine areal differences

in transportation characteristics of patients with gastrointestinal bleeding

based on transportation time and the number of times the medical institution

was contacted per weekday/holidays and time zones. Osaka City was

classified into five areal groups according to transportation characteristics,

and results confirmed clear areal differences in transportation difficulties

depending on weekdays, holidays, and time zones. Based on the prevalence

of patients with gastrointestinal bleeding and location of medical institutions

receiving patients, areas likely to have an imbalance between the two were

identified, and the introduction of a rotation system of emergency care

among emergency hospitals will be considered for affected areas.

Key Words ; emergency medical service, ambulance transport, gastrointestinal

bleeding, GIS, Osaka city
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